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9.3 生物・生態系 

 9.3.1 現況調査 

(1) 調査事項及びその選択理由 

調査事項及びその選択理由は、表 9.3-1に示すとおりである。 

表 9.3-1 調査事項及びその選択理由 

調査事項 選択理由 

①生物の状況 
②生育・生息環境 
③生態系の状況 
④土地利用の状況 
⑤法令等による基準等 
⑥東京都等の計画等の状況 

事業の実施に伴い陸上植物の植物相及び植物群落
の変化、陸上動物の動物相及び動物群集の変化、
生育・生息環境の変化及び生態系の変化が考えら
れることから、計画地及びその周辺について、左
記の事項に係る調査が必要である。 

 

(2) 調査地域 

調査地域は、計画地及びその周辺とした。 

 

(3) 調査方法 

1) 生物の状況 

調査は、既存資料調査及び現地調査による方法によった。 

ア．陸上植物の状況 

調査方法は、表 9.3-2に示すとおりである。 

表 9.3-2 陸上植物の調査方法 

調査事項 調査範囲・地点 調査時期・期間 調査手法 

・植物相 
・植物群落 

計画地及びその周辺と
した。 
（図 9.3-1参照） 

・植物相 
春、夏、秋の三季とし
た。 

・植物群落 
春の一季とした。 

・植物相 
任意観察法 

・植物群落 
現地踏査、航空写真の判読
及び既存資料の整理によ
り、植生図を作成した。 

 

イ．陸上動物の状況 

調査方法は、表 9.3-3に示すとおりである。 

表 9.3-3 陸上動物の調査方法 

調査事項 調査範囲・地点 調査時期・期間 調査手法 

・哺乳類 
・鳥類 
・両生類・は虫類 
・昆虫類 
・クモ類 

計画地及びその周辺とし
た。 
（図 9.3-1参照） 
・鳥類 

１ライン、１地点とし
た。 

 

・哺乳類 
春、夏、秋、冬の四季
とした。 

・鳥類 
春、夏、秋、冬の四季
とした。 

・両生類・は虫類 
春、夏、秋、冬の四季
とした。 

・昆虫類 
春、夏、秋、冬の四季
とした。 

・クモ類 
春、夏、秋、冬の四季
とした。 

・哺乳類 
任意観察法、トラップ法に
よる。 

・鳥類 
任意観察法、ラインセンサ
ス法、定点調査法による。 

・両生類・は虫類 
任意観察法による。 

・昆虫類 
任意観察法、ベイトトラッ
プ法、ライトトラップ法に
よる。 

・クモ類 
任意観察法、ベイトトラッ
プ法による。 
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No.1 

L-1 
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2) 生育・生息環境 

ア．地形等の状況 

調査は、「地形図」（国土地理院）、「土地条件図」(平成 25 年８月 国土地理院)の既存資

料の整理によった。 

イ．植生等の状況 

調査は、「自然環境保全基礎調査 植生調査」（平成 11 年～ 環境省自然環境局生物多様

性センター）の既存資料の整理によった。また、現地調査により、計画地及びその周辺の植

生の状況を確認した。調査は、平成 26年７月 25日に実施した。 

ウ．大気環境 

調査は、東京管区気象台の気象データを整理・解析した。 

エ．地域社会とのつながり 

調査は、当該地域の利用状況において、動植物の生育・生息環境の有する機能との関わり

の整理によった。 

3) 生態系の状況 

調査は、現地調査により確認された動植物の生物相互の関わりの整理によった。 

4) 土地利用の状況 

調査は、「東京の土地利用 平成 23年東京都区部」（平成 25年５月 東京都都市整備局）等

の既存資料の整理によった。 

5) 法令等による基準等 

調査は、文化財保護法（昭和 25年法律第 214号）、絶滅のおそれのある野生動植物の種の保

存に関する法律（平成４年法律第 75号）、鳥獣の保護及び管理並びに狩猟の適正化に関する法

律（平成 14年法律第 88号）等の法令の整理によった。 

6) 東京都等の計画等の状況 

調査は、「第 11次鳥獣保護管理事業計画」（平成 27年３月 東京都）、「植栽時における在来

種選定ガイドライン」（平成 26年５月 東京都）の計画等の整理によった。 
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(4) 調査期間 

陸上動植物の現地調査は、表 9.3-4に示す時期に実施した。 

表 9.3-4 調査時期 

調査地域 調査項目 調査時期 

カヌー・スラロ

ーム会場 

陸上植物の 

状況 

植物相 

 

夏季：平成 24年 8月 20日 

秋季：平成 24年 10月 3,4日 

春季：平成 25年 5月 7,8日 

植物群落 春季：平成 25年 5月 7,8日 

陸上動物の 

状況 

哺乳類 夏季：平成 24年 8月 20,21日 

秋季：平成 24年 10月 1,2日 

冬季：平成 25年 1月 8,9日 

春季：平成 25年 5月 22,23日 

鳥類 夏季：平成 24年 8月 21日 

秋季：平成 24年 10月 2日 

冬季：平成 25年 1月 9日 

春季：平成 25年 5月 23日 

は虫類 夏季：平成 24年 8月 21日 

秋季：平成 24年 10月 2日 

冬季：平成 25年 1月 9日 

春季：平成 25年 5月 22,23日 

両生類 夏季：平成 24年 8月 21日 

秋季：平成 24年 10月 2日 

冬季：平成 25年 1月 9日 

春季：平成 25年 5月 22,23日 

昆虫類 夏季：平成 24年 8月 20,21日 

秋季：平成 24年 10月 4,5日 

冬季：平成 25年 1月 9,10日 

春季：平成 25年 5月 1,2日 

クモ類 夏季：平成 24年 8月 20,21日 

秋季：平成 24年 10月 4,5日 

冬季：平成 25年 1月 9,10日 

春季：平成 25年 5月 1,2日 
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(5) 調査結果 

1) 生物の状況 

ア．陸上植物の状況 

(ｱ) 確認種 

現地調査により、計画地及びその周辺において表 9.3-5(1)～(4)に示すとおり 346 種の

植物が確認された。 

計画地周辺の樹木は、クロマツやマテバシイ等の植栽樹のほか、カワヤナギ等の低木が

生育している。また、計画地内は主に「造成地」であり、セイタカアワダチソウやチガヤ、

ムラサキツメクサ、シロツメクサ、ヨモギ、ギョウギシバ、ネズミムギ、エノコログサ、

セイバンモロコシ等の草本が生育している。 

表 9.3-5(1) 植物確認種 

No. 科名 種名 

1  トクサ スギナ 

2  ハナヤスリ フユノハナワラビ 

3    ハマハナヤスリ 

4  ゼンマイ ゼンマイ 

5  コバノイシカグマ ワラビ 

6  チャセンシダ トラノオシダ 

7  オシダ ナガバヤブソテツ 

8    ベニシダ 

9  ヒメシダ ホシダ 

10    ヒメシダ 

11  メシダ イヌワラビ 

12    シケシダ 

13    ヒカゲワラビ 

14  ウラボシ ノキシノブ 

15  マツ クロマツ 

16  マキ イヌマキ 

17  ヤマモモ ヤマモモ 

18  クルミ オニグルミ 

19  ヤナギ カワヤナギ 

20  ブナ スダジイ 

21    マテバシイ 

22    アラカシ 

23    ウバメガシ 

24  ニレ ムクノキ 

25    エノキ 

26    アキニレ 

27    ケヤキ 

28  クワ ヒメコウゾ 

29    カジノキ 

30    クワクサ 

31    イヌビワ 

32    カナムグラ 

33    ヤマグワ 

34  イラクサ カラムシ 

35  タデ ヤナギタデ 

36    イヌタデ 

37    ママコノシリヌグイ 

38    ミチヤナギ 

39    イタドリ 

40    スイバ 

41    ヒメスイバ 

42    アレチギシギシ 
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表 9.3-5(2) 植物確認種 

No. 科名 種名 

43  〔タデ〕 ナガバギシギシ 

44    ギシギシ 

45    コギシギシ 

46    エゾノギシギシ 

47  オシロイバナ オシロイバナ 

48  ハマミズナ ツルナ 

49  スベリヒユ スベリヒユ 

50  ナデシコ ノミノツヅリ 

51    オランダミミナグサ 

52    ツメクサ 

53    シロバナマンテマ 

54    ツキミマンテマ 

55    ウシハコベ 

56    コハコベ 

57  アカザ ホソバノハマアカザ 

58    ホコガタアカザ 

59    シロザ 

60    コアカザ 

61    ウラジロアカザ 

62  ヒユ ヒナタイノコズチ 

63  モクレン コブシ 

64  クスノキ クスノキ 

65    ヤブニッケイ 

66    タブノキ 

67    シロダモ 

68    ケキツネノボタン 

69    キツネノボタン 

70  アケビ アケビ 

71    ミツバアケビ 

72  ツヅラフジ アオツヅラフジ 

73  ドクダミ ドクダミ 

74    ハンゲショウ 

75  ツバキ ヤブツバキ 

76    ハマヒサカキ 

77  ケシ タケニグサ 

78    ナガミヒナゲシ 

79  アブラナ セイヨウアブラナ 

80    ナズナ 

81    タネツケバナ 

82    ミチタネツケバナ 

83    アコウグンバイ 

84    カラクサナズナ 

85    マメグンバイナズナ 

86    オランダガラシ 

87    イヌガラシ 

88    スカシタゴボウ 

89    カキネガラシ 

90  ベンケイソウ コモチマンネングサ 

91  トベラ トベラ 

92  バラ ヘビイチゴ 

93    ヤブヘビイチゴ 

94    オキジムシロ 

95    タチバナモドキ 

96    トキワサンザシ 

97    シャリンバイ 

98    ノイバラ 

99    テリハノイバラ 

100    セイヨウヤブイチゴ 
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表 9.3-5(3) 植物確認種 

No. 科名 種名 

101  〔バラ〕 クサイチゴ 

102    ナワシロイチゴ 

103    カジイチゴ 

104  マメ ネムノキ 

105    ヤブマメ 

106    ツルマメ 

107    ヤハズソウ 

108    ハイメドハギ 

109    ネコハギ 

110    コメツブウマゴヤシ 

111    シナガワハギ 

112    クズ 

113    タンキリマメ 

114    ハリエンジュ 

115    コメツブツメクサ 

116    ムラサキツメクサ 

117    シロツメクサ 

118    ヤハズエンドウ 

119    スズメノエンドウ 

120    カスマグサ 

121    フジ 

122  カタバミ カタバミ 

123    アカカタバミ 

124    ムラサキカタバミ 

125    オッタチカタバミ 

126  フウロソウ アメリカフウロ 

127  トウダイグサ エノキグサ 

128    オオニシキソウ 

129    コニシキソウ 

130    アカメガシワ 

131    ナンキンハゼ 

132  ユズリハ ユズリハ 

133    ヒメユズリハ 

134  ミカン カラスザンショウ 

135  ニガキ シンジュ 

136  センダン センダン 

137  ウルシ ヌルデ 

138  モチノキ モチノキ 

139    クロガネモチ 

140  ニシキギ ツルウメモドキ 

141    ツルマサキ 

142    マサキ 

143  ブドウ ノブドウ 

144    ヤブガラシ 

145    ツタ 

146    エビヅル 

147  アオイ フヨウ 

148  グミ ナワシログミ 

149    アキグミ 

150  ウリ アレチウリ 

151    キカラスウリ 

152  アカバナ メマツヨイグサ 

153    コマツヨイグサ 

154    ユウゲショウ 

155    マツヨイグサ 

156  ミズキ ミズキ 

157  ウコギ タラノキ 

158    カクレミノ 
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表 9.3-5(4) 植物確認種 

No. 科名 種名 

159  〔ウコギ〕 ヤツデ 

160    キヅタ 

161  セリ ツボクサ 

162    ノチドメ 

163    オオチドメ 

164    チドメグサ 

165    ウチワゼニクサ 

166    セリ 

167    オヤブジラミ 

168  ツツジ アセビ 

169  サクラソウ コナスビ 

170  モクセイ トウネズミモチ 

171    イボタノキ 

172  アカネ ヒメヨツバムグラ 

173    ヤエムグラ 

174    ヘクソカズラ 

175    ハナヤエムグラ 

176  ヒルガオ コヒルガオ 

177    ヒルガオ 

178    ハマヒルガオ 

179  ムラサキ ハナイバナ 

180    コンフリー 

181    キュウリグサ 

182  クマツヅラ クサギ 

183    アレチハナガサ 

184    ダキバアレチハナガサ 

185    ハマゴウ 

186  シソ キランソウ 

187    トウバナ 

188    ホトケノザ 

189    ヒメオドリコソウ 

190    マルバハッカ 

191  ナス クコ 

192    ワルナスビ 

193    ヒヨドリジョウゴ 

194    イヌホオズキ 

195    アメリカイヌホオズキ 

196  ゴマノハグサ マツバウンラン 

197    ムラサキサギゴケ 

198    トキワハゼ 

199    ビロードモウズイカ 

200    タチイヌノフグリ 

201    フラサバソウ 

202    ムシクサ 

203    オオイヌノフグリ 

204    カワヂシャ 

205  ノウゼンカズラ キリ 

206  オオバコ オオバコ 

207    ヘラオオバコ 

208    タチオオバコ 

209  スイカズラ スイカズラ 

210    ガマズミ 

211  オミナエシ ノヂシャ 

212  キキョウ ミゾカクシ 

213  キク ブタクサ 

214    オオブタクサ 

215    ヨモギ 
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表 9.3-5(5) 植物確認種 

No. 科名 種名 

216  〔キク〕 ヒロハホウキギク 

217    ウラギク 

218    アメリカセンダングサ 

219    コセンダングサ 

220    トキンソウ 

221    アメリカオニアザミ 

222    オオアレチノギク 

223    イソギク 

224    アメリカタカサブロウ 

225    ヒメムカシヨモギ 

226    ハルジオン 

227    ツワブキ 

228    ハハコグサ 

229    タチチチコグサ 

230    チチコグサ 

231    チチコグサモドキ 

232    ウラジロチチコグサ 

233    キクイモ 

234    ブタナ 

235    オオヂシバリ 

236    イワニガナ 

237    アキノノゲシ 

238    ホソバアキノノゲシ 

239    フキ 

240    キヌガサギク 

241    ノボロギク 

242    セイタカアワダチソウ 

243    メリケントキンソウ 

244    オニノゲシ 

245    ノゲシ 

246    ヒメジョオン 

247    セイヨウタンポポ 

248    アイノコセイヨウタンポポ 

249    イガオナモミ 

250    オニタビラコ 

251  ユリ ノビル 

252    ヒメヤブラン 

253    ヤブラン 

254    ジャノヒゲ 

255    ナガバジャノヒゲ 

256    サルトリイバラ 

257  ヒガンバナ ヒガンバナ 

258    タマスダレ 

259  ヤマノイモ ヤマノイモ 

260    オニドコロ 

261  アヤメ キショウブ 

262    ニワゼキショウ 

263    オオニワゼキショウ 

264    アキマルニワゼキショウ 

265  イグサ クサイ 

266    スズメノヤリ 

267  ツユクサ ツユクサ 

268  イネ アオカモジグサ 

269    カモジグサ 

270    メリケンカルカヤ 

271    コブナグサ 

272    カラスムギ 

273    ミノゴメ 
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表 9.3-5(6) 植物確認種 

No. 科名 種名 

274  〔イネ〕 ヒメコバンソウ 

275    イヌムギ 

276    ジュズダマ 

277    ギョウギシバ 

278    メヒシバ 

279    コメヒシバ 

280    アキメヒシバ 

281    イヌビエ 

282    ケイヌビエ 

283    ヒメイヌビエ 

284    オヒシバ 

285    シナダレスズメガヤ 

286    カゼクサ 

287    コスズメガヤ 

288    オニウシノケグサ 

289    ムギクサ 

290    ケナシチガヤ 

291    チガヤ 

292    ネズミムギ 

293    アシボソ 

294    オギ 

295    ススキ 

296    ケチヂミザサ 

297    オオクサキビ 

298    シマスズメノヒエ 

299    キシュウスズメノヒエ 

300    チクゴスズメノヒエ 

301    スズメノヒエ 

302    タチスズメノヒエ 

303    チカラシバ 

304    クサヨシ 

305    ヨシ 

306    マダケ 

307    モウソウチク 

308    アズマネザサ 

309    ミゾイチゴツナギ 

310    スズメノカタビラ 

311    ナガハグサ 

312    タマオオスズメノカタビラ 

313    ヒエガエリ 

314    アキノエノコログサ 

315    コツブキンエノコロ 

316    キンエノコロ 

317    エノコログサ 

318    セイバンモロコシ 

319    ナギナタガヤ 

320    シバ 

321  サトイモ セキショウ 

322    カラスビシャク 

323  ガマ ヒメガマ 

324    ガマ 

325    コガマ 

326  カヤツリグサ メアオスゲ 

327    シラスゲ 

328    マスクサ 

329    ナキリスゲ 

330    アオスゲ 

331    ヌカスゲ 
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表 9.3-5(7) 植物確認種 

No. 科名 種名 

332  〔カヤツリグサ〕 シオクグ 

333    チャガヤツリ 

334    ヒメクグ 

335    メリケンガヤツリ 

336    コゴメガヤツリ 

337    アオガヤツリ 

338    イガガヤツリ 

339    ハマスゲ 

340    イソヤマテンツキ 

341    ヤマイ 

342    イセウキヤガラ 

343  ラン ギンラン 

344    キンラン 

345    シュンラン 

346    ネジバナ 

計 82科 346種 

 

(ｲ) 注目される植物種 

確認された植物のうち、文化財保護法に基づく天然記念物、絶滅のおそれのある野生動

植物の種の保存に関する法律に基づく国内希少野生動植物種、「レッドリスト（絶滅のお

それのある野生生物の種のリスト 植物Ⅰ(維管束植物)）」（平成 24 年８月 環境省）の

記載種及び「レッドデータブック東京 2013（本土部）」（平成 25 年３月 東京都）に該当

する掲載種を注目される植物種として抽出した結果、表 9.3-6 に示す７科 11 種が該当し

た。 

注目される植物種の生態及び確認状況は、表 9.3-7(1)～(2)に示すとおりである。 

表 9.3-6 注目される植物 

No. 科名 種名 
選定基準 注) 

① ② ③ ④ 

1 タデ コギシギシ   VU  

2 ドクダミ ハンゲショウ    CR 

3 マメ タンキリマメ    VU 

4 ゴマノハグサ カワヂシャ   NT  

5 キク ウラギク   NT EN 

6 カヤツリグサ シオクグ    VU 

7  アオガヤツリ    NT 

8  イソヤマテンツキ    NT 

9  イセウキヤガラ    NT 

10 ラン ギンラン    VU 

11  キンラン   VU VU 

計 7科 11種   4種 9種 

注)選定基準 

①文化財保護法（昭和 25年法律第 214号）、東京都文化財保護条例（昭和 51年東京都条例第 25号）に

基づく天然記念物 

②絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律（平成４年法律第 75 号）に基づく国際希少

野生動植物種 

③「レッドリスト（絶滅のおそれのある野生生物の種のリスト )」（平成 24年８月 環境省）の記載種 

  VU:絶滅危惧 II類 NT:準絶滅危惧 

④「レッドデータブック東京 2013（本土部）」（平成 25 年３月 東京都）の区部に該当する掲載種 

CR:絶滅危惧 IA類 EN：絶滅危惧 IB類 NT:準絶滅危惧 VU:絶滅危惧 II類  
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表 9.3-7(1) 注目される植物の生態及び確認状況 

【種  名】：コギシギシ   

【分  布】：本州（関東以西）、中国、四国、九州 

【形  態】：越年草。花期は 4～6月。水田のあぜや畑、道ばたなどに生

育する。 

【確認状況】：春季に、計画地外のシバ草地の縁において、個体が確認さ

れた。 

 
【種  名】：ハンゲショウ 

【分  布】：北海道、本州、四国、九州、南西諸島 

【形  態】：多年草、群落となる。低地の水辺や湿地に生育する。花期

は 6～8月。 

【確認状況】：秋季に、計画地外の池の縁でイヌタデなどと混生する、未

開化の小型個体が確認された。 

 
【種  名】：タンキリマメ 

【分  布】：本州（関西以西）、四国、九州、南西諸島 

【形  態】：ツル性の多年草。花期は 7～10 月。海岸や平地から低山地

の草原、林縁などに生育する。 

【確認状況】：夏季及び秋季に、計画地南側のクロマツ植林の林縁部、計

画地外の緑樹林の林縁部において一部結実した小型の個体

が確認された。また、春季にはクロマツ植林の林縁部で幼

体が確認された。 

 
【種  名】：カワヂシャ 

【分  布】：本州、中国、四国、九州、南西諸島 

【形  態】：越年草。花期は 4 月～6 月。小川のほとりや水田に生育す

る。 

【確認状況】：春季に、計画地外においてヨシやキショウブ、ケキツネノ

ボタンなどと混生した開花個体が確認された。 

 
【種  名】：ウラギク 

【分  布】：北海道、本州、四国、九州 

【形  態】：越年草。花期は 10月～11月。海岸の湿地に群生する。 

【確認状況】：秋季及び春季に、計画地外の水際において、ヨシなどと混

生する個体が確認された。秋季に確認された個体の多くは

つぼみをつけ始めていた。 

 
【種  名】：シオクグ 

【分  布】：北海道、本州、四国、九州、南西諸島 

【形  態】：多年草。花期は 5～6月。海岸、河口の塩性湿地（汽水域）

に生育する。 

【確認状況】：秋季に、計画地外の水際近くの水中において、群生した個

体群が確認された。 

 
注)分布及び形態は、「日本の野生植物 木本Ⅰ」（平成元年２月 (株)平凡社）、「日本の野生植物 木本Ⅰ」（平成元年２月 (株)

平凡社）、「日本の野生植物 草本Ⅰ」（昭和 57 年１月 (株)平凡社）、「日本の野生植物 草本Ⅱ」（昭和 57 年３月 (株)平

凡社）、「日本の野生植物 草本Ⅲ」（昭和 56年 10月 (株)平凡社）による。 
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表 9.3-7(2) 注目される植物の生態及び確認状況 

【種  名】：アオガヤツリ 

【分  布】：本州、四国、九州 

【形  態】：一年草。花期は 8～10 月。池沼のほとりや河川敷の泥湿地

などに生育する。 

【確認状況】：秋季に、計画地外のヨシ原内において結実した個体が確認

された。 

 
【種  名】：イソヤマテンツキ 

【分  布】：本州(千葉、石川以西)、四国、九州、南西諸島 

【形  態】：一年草。叢生する。海岸の塩性湿地に生育する。 

【確認状況】：秋季に、計画地外の石やコンクリートの隙間において、多

数が群生しており、結実している個体群が確認された。 

 
【種  名】：イセウキヤガラ 

【分  布】：北海道、本州、四国、九州 

【形  態】：抽水性の多年草。花期は 7～10 月。沿岸の潮汐の影響を受

ける河口付近などにまれに生育する。 

【確認状況】：秋季に、計画地外の水際において個体が確認された。しか

し、春季には生育基盤ごと無くなっていた。 

 
【種  名】：ギンラン 

【分  布】：北海道、本州、四国、九州 

【形  態】：多年草。山野の樹林内に生育する。花期は 5～6月。 

【確認状況】：春季に、計画地外のマテバシイやスダジイ植栽地において、

キンランと混生する開花個体が確認された。 

 
【種  名】：キンラン 

【分  布】：本州(秋田以南)、四国、九州 

【形  態】：多年草。山野の樹林内に生育する。花期は 4～6月。 

【確認状況】：春季に、計画地外のマテバシイやスダジイ植栽地において

個体が確認された。ギンランと混生する個体や開花個体が

多く見られた。 

 
注)分布及び形態は、「日本の野生植物 木本Ⅰ」（平成元年２月 (株)平凡社）、「日本の野生植物 木本Ⅰ」（平成元年２月 (株)

平凡社）、「日本の野生植物 草本Ⅰ」（昭和 57 年１月 (株)平凡社）、「日本の野生植物 草本Ⅱ」（昭和 57 年３月 (株)

平凡社）、「日本の野生植物 草本Ⅲ」（昭和 56年 10月 (株)平凡社）による。  



9.3生物・生態系 

- 120 - 

(ｳ) 植物群落 

植生調査結果を基に計画地及びその周辺に分布する植物群落等の区分は、表 9.3-8に示

すとおりである。 

調査地域は、多年生草本群落が１区分、単子葉草本群落が３区分、木本群落が３区分、

人工構造物その他区分が６区分、計 13区分に分類された。 

表 9.3-8 植生区分 

植生区分 群落名 

多年生草本群落 セイタカアワダチソウ群落 

単子葉草本群落 ヨシ群落 

ススキ群落 

メヒシバーエノコログサ群落 

木本群落 
 

クロマツ植林 

モウソウチク・マダケ植林 

植栽樹林群（混交） 

その他 
 

芝地・グラウンド 

花壇 

施設地等 

道路 

人工裸地 

開放水面 
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イ．陸上動物の状況 

(ｱ) 哺乳類 

ａ．確認種 

現地調査により、計画地及びその周辺において表 9.3-9に示すとおりである。夜間調

査でヒナコウモリ科の飛翔が確認され、確認種数は１目１科１種であった。 

表 9.3-9 哺乳類確認種 

No. 目名 科名 種名 

確認状況 

平成 24年 平成 25年 

夏季 秋季 冬季 春季 

1 コウモリ ヒナコウモリ ヒナコウモリ 
 

○  
 

計 1目 1科 1種 0種 1種 0種 0種 

 

ｂ．注目される種 

確認された哺乳類のうち、文化財保護法に基づく天然記念物、絶滅のおそれのある野生

動植物の種の保存に関する法律に基づく国内希少野生動植物種、「レッドリスト（絶滅の

おそれのある野生生物の種のリスト ほ乳類)」（平成 24 年８月 環境省）の記載種及び

「レッドデータブック東京 2013（本土部）」（平成 25 年３月 東京都）に該当する掲載種

はなかった。 

 

(ｲ) 鳥類 

ａ．確認種 

現地調査により、計画地及びその周辺において表 9.3-10(1)及び(2)に示すとおり 13

目 31科 65種の鳥類が確認された。 

確認された鳥類は、陸鳥ではオナガ、シジュウカラ、ヒヨドリ等の樹林性の種のほか、

ヒバリ、オオヨシキリ等の草地性の種であった。また、水鳥ではカルガモ等のカモ類、

アオサギやコサギといったサギ類、キアシシギやイソシギといったシギ類が確認された。 

確認された種の多くは留鳥が占める構成となったが、旅鳥として、冬季にはツグミ、

シロハラ等、春季にはキアシシギ、キビタキ等、夏季にはオオヨシキリが各々確認され

た。 
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表 9.3-10(1) 鳥類確認種 

No. 目名 科名 種名 

確認状況 

平成 24年 平成 25年 

夏季 秋季 冬季 春季 

1 カモ カモ ヒドリガモ 
  

○ 
 

2     カルガモ ○ ○ ○ ○ 

3     オナガガモ ○ 
  

○ 

4     コガモ 
 

○ ○ 
 

5     ホシハジロ 
  

○ 
 

6     スズガモ 
  

○ 
 

7 カイツブリ カイツブリ カイツブリ ○ ○ ○ ○ 

8     ハジロカイツブリ 
  

○ 
 

9 ハト ハト キジバト ○ ○ ○ 
 

10 カツオドリ ウ カワウ ○ ○ ○ ○ 

11 ペリカン サギ ゴイサギ 
 

○ 
  

12     アカガシラサギ ○ 
   

13     アオサギ ○ ○ ○ ○ 

14     ダイサギ ○ ○ ○ ○ 

15     コサギ ○ ○ ○ ○ 

16 ツル クイナ オオバン 
  

○ 
 

17 アマツバメ アマツバメ アマツバメ 
 

○ 
  

18 チドリ チドリ コチドリ ○ 
   

19   セイタカシギ セイタカシギ ○ ○ 
  

20   シギ アオアシシギ 
 

○ 
  

21     キアシシギ ○ ○ 
 

○ 

22     ソリハシシギ ○ 
   

23     イソシギ ○ ○ ○ ○ 

24     トウネン ○ 
   

25   カモメ ウミネコ ○ ○ 
  

26     オオセグロカモメ ○ ○ 
  

27 タカ タカ トビ 
 

○ 
  

28     オオタカ 
  

○ 
 

29     ノスリ 
  

○ 
 

30 ブッポウソウ カワセミ カワセミ ○ 
   

31 キツツキ キツツキ コゲラ 
 

○ ○ 
 

32 ハヤブサ ハヤブサ チョウゲンボウ 
  

○ 
 

33 スズメ ヒバリ ヒバリ 
   

○ 

34   モズ モズ 
 

○ ○ 
 

35   カラス カケス 
 

○ 
  

36     オナガ 
 

○ ○ ○ 

37     ハシブトガラス ○ ○ ○ ○ 

38   キクイタダキ キクイタダキ 
  

○ 
 

39   シジュウカラ ヤマガラ 
 

○ ○ 
 

40     ヒガラ 
  

○ 
 

41     シジュウカラ ○ ○ ○ ○ 

42   ツバメ ツバメ ○ 
  

○ 

43   ヒヨドリ ヒヨドリ ○ ○ ○ ○ 

44   ウグイス ウグイス 
  

○ 
 

45   メジロ メジロ ○ 
 

○ 
 

46   ヨシキリ オオヨシキリ ○ 
  

○ 

47   ムクドリ ムクドリ ○ ○ ○ ○ 

48     コムクドリ ○ 
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表 9.3-10(2) 鳥類確認種 

No. 目名 科名 種名 

確認状況 

平成 24年 平成 25年 

夏季 秋季 冬季 春季 

49 〔スズメ〕 ヒタキ シロハラ   ○  

50     アカハラ 
  

○ 
 

51     ツグミ 
  

○ 
 

52     ルリビタキ 
  

○ 
 

53     ジョウビタキ 
  

○ 
 

54     イソヒヨドリ 
 

○ 
  

55   スズメ スズメ ○ ○ ○ ○ 

56   セキレイ キセキレイ 
 

○ 
  

57     ハクセキレイ ○ ○ ○ 
 

58     セグロセキレイ 
  

○ 
 

59     タヒバリ 
  

○ 
 

60   アトリ カワラヒワ 
 

○ 
 

○ 

61     ウソ 
  

○ 
 

62     シメ 
  

○ 
 

63   ホオジロ ホオジロ 
  

○ 
 

64     アオジ 
  

○ 
 

65 ハト ハト カワラバト ○ ○ ○ ○ 

計 13目 31科 65種 29種 32種 43種 20種 
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ｂ．注目される種 

確認された鳥類のうち、文化財保護法に基づく天然記念物、絶滅のおそれのある野生

動植物の種の保存に関する法律に基づく国内希少野生動植物種、「レッドリスト（絶滅の

おそれのある野生生物の種のリスト 鳥類)」（平成 24年８月 環境省）の記載種及び「レ

ッドデータブック東京 2013（本土部）」（平成 25 年３月 東京都）に該当する掲載種を

注目される鳥類として抽出した結果、表 9.3-11に示す 26種が該当した。 

注目される鳥類の生態及び確認状況は、表 9.3-12(1)～(5)に示すとおりである。 

表 9.3-11 注目される鳥類 

No. 目名 科名 種名 
選定基準 注) 

① ② ③ ④ 

1 カモ カモ スズカモ     ＊ 

2 カイツブリ カイツブリ カイツブリ     NT 

3 ペリカン サギ ダイサギ    VU 

4   コサギ    VU 

5 ツル クイナ オオバン    VU 

6 アマツバメ アマツバメ アマツバメ    ＊ 

7 チドリ チドリ コチドリ    VU 

8  セイタカシギ セイタカシギ   VU EN 

9  シギ アオアシシギ    NT 

10   キアシシギ    VU 

11   ソリハシシギ    VU 

12   イソシギ    VU 

13   トウネン    NT 

14  タカ タカ トビ     NT 

15   オオタカ   NT CR 

16     ノスリ     EN 

17 ブッポウソウ カワセミ カワセミ    VU 

18 ハヤブサ ハヤブサ チョウゲンボウ    EN 

19 スズメ モズ モズ   
 

VU 

20  キクイタダキ キクイタダキ    ＊ 

21  シジュウカラ ヤマガラ    VU 

22  ヒバリ ヒバリ    VU 

23  ヨシキリ オオヨシキリ    VU 

24  ヒタキ イソヒヨドリ    DD 

25  セキレイ セグロセキレイ     VU 

26  アトリ ウソ    NT 

計 10目 19科 26種 0種 0種 2種 25種 

注)選定基準 

①文化財保護法（昭和 25 年法律第 214 号）、東京都文化財保護条例（昭和 51 年東京都条例第 25 号）に基づく天然

記念物 

②絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律（平成４年法律第 75号）に基づく国内希少野生動植物種 

③「レッドリスト（絶滅のおそれのある野生生物の種のリスト 鳥類)」（平成 24 年８月 環境省）の記載種 

  VU:絶滅危惧 II類 NT:準絶滅危惧  

④「レッドデータブック東京 2013（本土部）」（平成 25 年３月 東京都）の区部に該当する掲載種 

  CR:絶滅危惧 I類  EN：絶滅危惧 IＢ類 VU:絶滅危惧 II類 NT:準絶滅危惧 ＊：留意種 
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表 9.3-12(1) 注目される鳥類の生態及び確認状況 

【種  名】：スズガモ 

【分  布】：北海道、本州、四国、九州で冬鳥。 

【形  態】：河口、内湾、港などに生息する。潜水してアサリなどの貝類な

どを食べる。 

【確認状況】：冬季に、計画地外の海域において休息及び採餌する個体が確認

された。 

 
出典：「レッドデータブック東京 2013」 

【種  名】：カイツブリ 

【分  布】：北海道では夏鳥。本州、四国、九州、南西諸島で留鳥。 

【形  態】：池、湖沼、河川などに生息し、主に開けた水面周辺の水草やヨ

シに水草を積み重ねて巣を作る。水中に潜って魚類、甲殻類、

昆虫類などを食べる。 

【確認状況】：全期に、計画地外の調整池及び鳥類園において採餌及び休息す

る個体が確認された。 

 
出典：「レッドデータブック東京 2013」 

【種  名】：ダイサギ 

【分  布】：本州では漂鳥。四国、九州では留鳥。南西諸島では冬鳥。 

【形  態】：水田、湿地、河川、湖沼、池、河口、干潟などの浅い水域で採

食し、人やカラス類によるかく乱の少ない樹林で集団で営巣す

る。魚類や甲殻類、カエル類、昆虫類などを食べる。 

【確認状況】：全期に、計画地外の水路において休息する個体が確認された。 

 
出典：「レッドデータブック東京 2013」 

【種  名】：コサギ 

【分  布】：本州、四国、九州では留鳥または漂鳥。南西諸島では冬鳥。 

【形  態】：水田、河川、湖沼、干潟など浅い水辺で、採食し、人やカラス

によるかく乱の少ない樹林に集団で営巣し、休息する。魚類や

カエル類、甲殻類や昆虫類などを食べる。 

【確認状況】：全期に、計画地外の水路で採餌する個体が確認された。 

 
出典：「レッドデータブック東京 2013」 

【種  名】：オオバン 

【分  布】：北海道、本州(東北北部)では夏鳥。本州(東北南部以南)、四国、

九州では留鳥。南西諸島では冬鳥。 

【形  態】：主にヨシなどが生育する湖沼、池、河川、水田などに生息し、

水草の葉、茎、種子や昆虫類、貝類、甲殻類などを食べる。 

【確認状況】：冬季に、計画地外において休息する個体が確認された。 

 
出典：「レッドデータブック東京 2013」 

【種  名】：アマツバメ 

【分  布】：北海道、本州、四国、九州、南西諸島（北部）で夏鳥。 

【形  態】：海岸から高山帯まで生息し、飛翔性昆虫を食べる。山地の断崖

や海岸の岸壁の亀裂などに営巣する。 

【確認状況】：秋季に、計画地外の陸域から海上にかけて、大規模な採餌する

群れが確認された。 

 
出典：「レッドデータブック東京 2013」 

注)分布及び形態は、「レッドデータブック東京 2013（本土部）」（平成 25年３月 東京都）による。 
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表 9.3-12(2) 注目される鳥類の生態及び確認状況 

【種  名】：コチドリ 

【分  布】：北海道、本州、四国、九州では夏鳥。南西諸島では冬鳥。 

【形  態】：河川敷、海岸の砂洲、造成地などの草の少ない砂礫地で繁殖す

る。主に小型のカニや底生動物、昆虫類を食べる。 

【確認状況】：夏季に、計画地外の鳥類園において個体が確認された。 

 
出典：「レッドデータブック東京 2013」 

【種  名】：セイタカシギ 

【分  布】：本州では夏鳥または旅鳥。北海道、四国、九州、南西諸島では

旅鳥。 

【形  態】：干潟、河口、湖沼、河川などに生息し、昆虫類や甲殻類、小魚

などを食べる。 

【確認状況】：夏季及び秋季に、計画地外の鳥類園において採餌及び休息する

個体が確認された。 

 
出典：「レッドデータブック東京 2013」 

【種  名】：アオアシシギ 

【分  布】：北海道、本州、四国、九州、南西諸島で旅鳥。 

【形  態】：干潟、河口、水田、河川などに生息し、昆虫類や甲殻類、ミミ

ズ類などを食べる。 

【確認状況】：秋季に、計画地外の鳥類園において休息する個体が確認された。 

 
出典：「レッドデータブック東京 2013」 

【種  名】：キアシシギ 

【分  布】：北海道、本州、四国、九州、南西諸島で旅鳥。 

【形  態】：干潟、河口、岩場、河川などに生息し、昆虫類や甲殻類などを

食べる。 

【確認状況】：夏季、秋季及び春季に、計画地外の鳥類園及び海岸において、

採餌及び休息する個体が確認された。 

 
【種  名】：ソリハシシギ 

【分  布】：北海道、本州、四国、九州、南西諸島で旅鳥。 

【形  態】：干潟、河口、海岸、河川などに生息し、昆虫類や甲殻類などを

食べる。 

【確認状況】：夏季に、計画地外の鳥類園おいて休息する個体が確認された。 

 
出典：「レッドデータブック東京 2013」 

【種  名】：イソシギ 

【分  布】：北海道、本州（東北北部）では夏鳥。本州（東北南部以南）、

四国、九州では留鳥。南西諸島では冬鳥。 

【形  態】：河川、湖沼、海岸、干潟などに生息する。海岸の砂洲や河川の

中州などの草地で営巣する。昆虫類や甲殻類などを食べる。 

【確認状況】：全期に、計画地外の鳥類園及び海岸おいて採餌、休息、移動す

る個体が確認された。 

 
出典：「レッドデータブック東京 2013」 

注)分布及び形態は、「レッドデータブック東京 2013（本土部）」（平成 25年３月 東京都）による。 
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表 9.3-12(3) 注目される鳥類の生態及び確認状況 

【種  名】：トウネン 

【分  布】：北海道、本州、四国、九州、南西諸島で旅鳥。 

【形  態】：干潟、河口、河川、水田などに生息し、ゴカイ類、甲殻類、昆

虫類、植物の種子などを食べる。 

【確認状況】：夏季に、計画地外の鳥類園において採餌及び休息する個体が確

認された。 

 
出典：「レッドデータブック東京 2013」 

【種  名】：トビ 

【分  布】：北海道、本州、四国、九州では留鳥または漂鳥。南西諸島では

冬鳥。 

【形  態】：海岸部や平地の河川・池沼に多いが、高山にも生息する。樹林

で繁殖し、主に死肉を食べるが、ネズミ類、ヘビ類、カエル類

などの小動物を食べることもある。 

【確認状況】：秋季に、計画地及び計画地外の上空を飛翔あるいは採餌する個

体が確認された。 

 
出典：「レッドデータブック東京 2013」 

【種  名】：オオタカ 

【分  布】：北海道、本州、四国、九州で留鳥または漂鳥。 

【形  態】：平地から山地の樹林に生息し、繁殖する。ハト類やカモ類など

主に中型の鳥類を食べる。 

【確認状況】：冬季に、計画地外の鳥類園において個体が確認された。 

 
出典：「レッドデータブック東京 2013」 

【種  名】：ノスリ 

【分  布】：北海道、本州、四国では留鳥または漂鳥。九州では冬鳥。 

【形  態】：山地の樹林で繁殖し、冬は広大な干拓地、河川敷、耕作地など

で越冬する。主にネズミ類などの小動物を食べる。 

【確認状況】：冬季に、計画地外において個体が確認された。 

 
出典：「レッドデータブック東京 2013」 

【種  名】：カワセミ 

【分  布】：北海道では夏鳥。本州、四国、九州、南西諸島では留鳥。 

【形  態】：平地から低山地の河川、湖沼、都市公園の池などに生息する。

小魚やザリガニ、エビ類、カエル類などを食べる。 

【確認状況】：夏季に、計画地外において移動及び休息する個体が確認された。 

 
出典：「レッドデータブック東京 2013」 

【種  名】：チョウゲンボウ 

【分  布】：北海道、本州（中部以南）では留鳥または漂鳥。本州（中部以

西）、四国、九州、南西諸島では冬鳥。 

【形  態】：平地から山地の崖のほか、橋脚や煙突などの人工建造物で繁殖

する。ネズミ類や小鳥、昆虫類を食べる。 

【確認状況】：冬季に、計画地外において飛翔する個体が確認された。 

 
出典：「レッドデータブック東京 2013」 

注)分布及び形態は、「レッドデータブック東京 2013（本土部）」（平成 25年３月 東京都）による。 
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表 9.3-12(4) 注目される鳥類の生態及び確認状況 

【種  名】：モズ 

【分  布】：北海道、本州、四国、九州では留鳥または漂鳥。南西諸島では

冬鳥。 

【形  態】：平地から山地の疎林、耕作地、河畔林、公園などに生息し、昆

虫類やミミズ類、両生・爬虫類などを食べる。 

【確認状況】：秋季及び冬季に、計画地及び計画地外の植樹林において個体が

確認された。 

 
出典：「レッドデータブック東京 2013」 

【種  名】：キクイタダキ 

【分  布】：北海道、本州、四国では留鳥または漂鳥。九州、南西諸島では

冬鳥。 

【形  態】：亜高山帯の針葉樹林に生息し、昆虫類などを食べる。 

【確認状況】：冬季に、計画地外のクロマツ植林において個体が確認された。 

 
出典：「レッドデータブック東京 2013」 

【種  名】：ヤマガラ 

【分  布】：北海道、本州、四国、九州、南西諸島で留鳥。 

【形  態】：平地から山地の樹林に生息し、植物の種子や昆虫類、クモ類な

どを食べる。 

【確認状況】：秋季及び冬季に、計画地外において個体が確認された。 

 
出典：「レッドデータブック東京 2013」 

【種  名】：ヒバリ 

【分  布】：北海道では夏鳥。本州では留鳥または漂鳥。四国、九州では留

鳥。 

【形  態】：草地、耕作地などに生息し、植物の種子や昆虫類などを食べる。 

【確認状況】：春季に、計画地外において個体が確認された。 

 
出典：「レッドデータブック東京 2013」 

【種  名】：オオヨシキリ 

【分  布】：北海道、本州、四国、九州で夏鳥。 

【形  態】：河口、河川、湖沼のヨシ原などに生息し、昆虫類やクモ類など

を食べる。 

【確認状況】：夏季及び春季に、計画地外の鳥類園のヨシ原において個体が確

認された。 

 
出典：「レッドデータブック東京 2013」 

【種  名】：イソヒヨドリ 

【分  布】：北海道では夏鳥。本州、四国、九州、南西諸島では留鳥。 

【形  態】：海岸の岩場や崖、河川などに生息するが、市街地でも見られる。

岩場があれば内陸でも生息する。昆虫類や甲殻類、両生・爬虫

類などを食べる。 

【確認状況】：秋季に、計画地外の海上において個体が確認された。 

 
出典：「レッドデータブック東京 2013」 

注)分布及び形態は、「レッドデータブック東京 2013（本土部）」（平成 25年３月 東京都）による。 
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表 9.3-12(5) 注目される鳥類の生態及び確認状況 

【種  名】：セグロセキレイ 

【分  布】：北海道、本州、四国、九州で留鳥。 

【形  態】：平地から山地の河川、湖沼、耕作地などに生息し、昆虫類を食

べる。 

【確認状況】：冬季に、計画地外の河岸において採餌する個体が確認された。 

 
出典：「レッドデータブック東京 2013」 

【種  名】：ウソ 

【分  布】：北海道、本州（中部以北）では留鳥または漂鳥。四国、九州で

は冬鳥。 

【形  態】：繁殖期は亜高山帯の針葉樹林、冬は平地から山地の樹林に生息

し、樹木の芽やつぼみ、種子、昆虫類などを食べる。 

【確認状況】：冬季に、計画地外おいて個体が確認された。 

 
出典：「レッドデータブック東京 2013」 

注)分布及び形態は、「レッドデータブック東京 2013（本土部）」（平成 25年３月 東京都）による。 
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(ｳ) は虫類 

ａ．確認種 

現地調査により、計画地及びその周辺において表 9.3-13 に示すとおり２目２科２種

の爬虫類が確認された。 

確認された爬虫類は、ニホンカナヘビ及びアカミミガメであった。 

表 9.3-13 は虫類確認種 

No. 目名 科名 種名 

確認状況 

平成 24年 平成 25年 

夏季 秋季 冬季 春季 

1 カメ ヌマガメ アカミミガメ ○ ○  ○ 

2 有鱗 カナヘビ ニホンカナヘビ ○ ○   

計 2目 2科 2種 2種 2種 0種 1種 

 

ｂ．注目される種 

確認されたは虫類のうち、文化財保護法（昭和 25年法律第 214号）に基づく天然記

念物、絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律（平成４年法律第 75号）

に基づく国内希少野生動植物種、「レッドリスト（絶滅のおそれのある野生生物の種の

リスト 爬虫類)」（平成 24年８月 環境省）の記載種及び「レッドデータブック東京

2013（本土部）」（平成 25 年３月 東京都）の掲載種を抽出した結果、表 9.3-14 に示

す１種が該当した。 

注目されるは虫類の生態及び確認状況は、表 9.3-15に示すとおりである。 

表 9.3-14 注目されるは虫類 

No. 目名 科名 種名 
選定基準 注) 

① ② ③ ④ 

1 有鱗 カナヘビ ニホンカナヘビ    VU 

計 1目 1科 1種 0種 0種 0種 1種 

注)選定基準 

①文化財保護法（昭和 25年法律第 214号）、東京都文化財保護条例（昭和 51年東京都条例第 25号）に基づく

天然記念物 

②絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律（平成４年法律第 75 号）に基づく国内希少野生動

植物種 

③「レッドリスト（絶滅のおそれのある野生生物の種のリスト は虫類)」（平成 24年８月 環境省）の記載種 

④「レッドデータブック東京 2013（本土部）」（平成 25 年３月 東京都）の区部に該当する掲載種 

  VU:絶滅危惧 II類 
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表 9.2-15 注目されるは虫類の生態及び確認状況 

【種  名】：ニホンカナヘビ 

【分  布】：北海道、本州、四園、九州 

【形  態】：ニホントカゲに比べずっと細身で尾は長く全長の 3 分の 2

強。体色は背面が褐色、腹面は白または黄色。体側に白と

暗褐色の縞がはしる。背面の鱗にはうね(キール)があり、

ザラザラした感じ。幼体の体色は全体に暗く、特に尾部は

顕著。昼行性でクモ類や昆虫類、ダンゴムシなど陸生甲殻

類などを食べる肉食性。尾は自切する。 

【確認状況】：夏季及び秋季に、計画地外で成体が確認された。  

注)分布及び形態は、「レッドデータブック東京 2013（本土部）」（平成 25年３月 東京都）による。 

 

 

(ｴ) 両生類 

ａ．確認種 

現地調査により、計画地及びその周辺において確認された両生類は表 9.3-16 に示す

ウシガエル１種であった。 

表 9.3-16 両生類確認種 

No. 目名 科名 種名 

確認状況 

平成 24年 平成 25年 

夏季 秋季 冬季 春季 

1 無尾 アカガエル ウシガエル  ○   

計 1目 1科 1種 0種 1種 0種 0種 

 

ｂ．注目される種 

現地調査により、両生類の注目される種は確認されなかった。 
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 (ｵ) 昆虫類 

ａ．確認種 

現地調査により、計画地及びその周辺において表 9.3-17(1)～(5)に示すとおり 12 目

113科 282種の昆虫類が確認された。 

確認された主な昆虫類は、アオマツムシが多数見られた他、ダンダラテントウやゴモ

クムシダマシ、クマゼミなどが確認された。 

表 9.3-17(1) 昆虫類確認種 

No. 目名 科名 種名 

確認状況 

平成 24年 平成 25年 

夏季 秋季 冬季 春季 

1 ﾄﾝﾎﾞ ｲﾄﾄﾝﾎﾞ ｱｼﾞｱｲﾄﾄﾝﾎﾞ   ○   ○ 

2   ﾔﾝﾏ ｷﾞﾝﾔﾝﾏ ○       

3   ﾄﾝﾎﾞ ｼｮｳｼﾞｮｳﾄﾝﾎﾞ ○       

4   
 

ｼｵｶﾗﾄﾝﾎﾞ ○       

5   
 

ｳｽﾊﾞｷﾄﾝﾎﾞ ○ ○     

6   
 

ｺｼｱｷﾄﾝﾎﾞ ○       

7   
 

ﾅﾂｱｶﾈ   ○     

8   
 

ｱｷｱｶﾈ   ○     

9   
 

ﾉｼﾒﾄﾝﾎﾞ   ○     

10 ｺﾞｷﾌﾞﾘ ﾁｬﾊﾞﾈｺﾞｷﾌﾞﾘ ﾓﾘﾁｬﾊﾞﾈｺﾞｷﾌﾞﾘ   ○ ○ ○ 

11 ｶﾏｷﾘ ｶﾏｷﾘ ﾊﾗﾋﾞﾛｶﾏｷﾘ ○ ○ ○   

12   
 

ｵｵｶﾏｷﾘ ○ ○     

13 ﾊﾞｯﾀ ｺｵﾛｷﾞ ﾊﾗｵｶﾒｺｵﾛｷﾞ   ○     

14   
 

ﾏﾀﾞﾗｽｽﾞ   ○     

15   
 

ｴﾝﾏｺｵﾛｷﾞ   ○     

16   
 

ﾂﾂﾞﾚｻｾｺｵﾛｷﾞ   ○     

17   ﾏﾂﾑｼ ｱｵﾏﾂﾑｼ ○ ○     

18   ｶﾈﾀﾀｷ ｶﾈﾀﾀｷ   ○     

19   ｶﾝﾀﾝ ｶﾝﾀﾝ   ○     

20   ｷﾘｷﾞﾘｽ ﾂﾕﾑｼ   ○     

21   
 

ｳｽｲﾛｻｻｷﾘ ○ ○     

22   
 

ﾎｼｻｻｷﾘ   ○     

23   ｵﾝﾌﾞﾊﾞｯﾀ ｵﾝﾌﾞﾊﾞｯﾀ ○       

24   ﾊﾞｯﾀ ｼｮｳﾘｮｳﾊﾞｯﾀ ○ ○     

25   
 

ﾏﾀﾞﾗﾊﾞｯﾀ   ○     

26   
 

ﾋﾅﾊﾞｯﾀ ○       

27   
 

ﾄﾉｻﾏﾊﾞｯﾀ   ○     

28   
 

ｴｿﾞｲﾅｺﾞ   ○     

29   
 

ﾂﾁｲﾅｺﾞ   ○     

30   
 

ｲﾎﾞﾊﾞｯﾀ   ○     

31   ﾋｼﾊﾞｯﾀ ﾊﾗﾋｼﾊﾞｯﾀ   ○     

32   ﾉﾐﾊﾞｯﾀ ﾉﾐﾊﾞｯﾀ   ○     

33 ﾊｻﾐﾑｼ ﾊｻﾐﾑｼ ﾊﾏﾍﾞﾊｻﾐﾑｼ ○ ○     

34   
 

ﾋｹﾞｼﾞﾛﾊｻﾐﾑｼ     ○   

35   ｵｵﾊｻﾐﾑｼ ｵｵﾊｻﾐﾑｼ     ○ ○ 

36 ｱｻﾞﾐｳﾏ ｸﾀﾞｱｻﾞﾐｳﾏ ｸﾀﾞｱｻﾞﾐｳﾏ科の一種   ○     

37 ｶﾒﾑｼ ｳﾝｶ ﾋﾒﾄﾋﾞｳﾝｶ   ○     

38   
 

ｳﾝｶ科の一種 ○ ○     

39   ｸﾞﾝﾊﾞｲｳﾝｶ ﾐﾄﾞﾘｸﾞﾝﾊﾞｲｳﾝｶ ○   ○   

40   
 

ﾋﾗﾀｸﾞﾝﾊﾞｲｳﾝｶ ○ ○     

41   ｱｵﾊﾞﾊｺﾞﾛﾓ ｱｵﾊﾞﾊｺﾞﾛﾓ ○ ○ ○   

42   ﾊｺﾞﾛﾓ ｱﾐｶﾞｻﾊｺﾞﾛﾓ ○ ○     

43   ｾﾐ ｸﾏｾﾞﾐ ○       

44   
 

ｱﾌﾞﾗｾﾞﾐ ○   ○   

45   
 

ﾂｸﾂｸﾎﾞｳｼ ○       

46   
 

ﾐﾝﾐﾝｾﾞﾐ ○       

47   
 

ﾆｲﾆｲｾﾞﾐ ○       

48   ｱﾜﾌｷﾑｼ ｼﾛｵﾋﾞｱﾜﾌｷ ○       

49   
 

ﾊﾏﾍﾞｱﾜﾌｷ ○   ○   

50   ﾐﾐｽﾞｸ ｺﾐﾐｽﾞｸ     ○   

51   ﾌﾄﾖｺﾊﾞｲ Pagaronia属の一種       ○ 

52   ｵｵﾖｺﾊﾞｲ ﾂﾏｸﾞﾛｵｵﾖｺﾊﾞｲ     ○   

53   
 

ｵｵﾖｺﾊﾞｲ   ○ ○   

54   ﾖｺﾊﾞｲ ｲﾈﾏﾀﾞﾗﾖｺﾊﾞｲ   ○     

55     ｲﾁﾓﾝｼﾞﾖｺﾊﾞｲ   ○     

56   
 

ﾘﾝｺﾞﾏﾀﾞﾗﾖｺﾊﾞｲ     ○   

57   ｱﾌﾞﾗﾑｼ ｱﾌﾞﾗﾑｼ科の一種       ○ 

58   ｱﾒﾝﾎﾞ ﾋﾒｱﾒﾝﾎﾞ       ○ 

59  ｶｽﾐｶﾒﾑｼ ﾅｶｸﾞﾛｶｽﾐｶﾒ   ○     

60   Lygocoris属の一種   ○     
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表 9.3-17(2) 昆虫類確認種 

No. 目名 科名 種名 

確認状況 

平成 24年 平成 25年 

夏季 秋季 冬季 春季 

61 〔ｶﾒﾑｼ〕 〔ｶｽﾐｶﾒﾑｼ〕 ｱｶｽｼﾞｶｽﾐｶﾒ   ○     

62   
 

ｲﾈﾎｿﾐﾄﾞﾘｶｽﾐｶﾒ ○ ○ ○ ○ 

63   
 

ﾋｮｳﾀﾝｶｽﾐｶﾒ     ○   

64   ﾏｷﾊﾞｻｼｶﾞﾒ ﾊﾈﾅｶﾞﾏｷﾊﾞｻｼｶﾞﾒ   ○ ○   

65   ｸﾞﾝﾊﾞｲﾑｼ ｱﾜﾀﾞﾁｿｳｸﾞﾝﾊﾞｲ ○ ○     

66   
 

ﾔﾌﾞｶﾞﾗｼｸﾞﾝﾊﾞｲ ○       

67   
 

ﾍｸｿｶｽﾞﾗｸﾞﾝﾊﾞｲ   ○     

68     ﾄｻｶｸﾞﾝﾊﾞｲ     ○   

69   ｲﾄｶﾒﾑｼ ｲﾄｶﾒﾑｼ   ○     

70   ﾅｶﾞｶﾒﾑｼ ﾋﾒﾅｶﾞｶﾒﾑｼ     ○   

 
  

 
ﾋﾒﾅｶﾞｶﾒﾑｼ属の一種   ○     

71   
 

Cymus属の一種   ○     

72   
 

ｺﾊﾞﾈﾅｶﾞｶﾒﾑｼ ○ ○   ○ 

73   
 

ﾎｿｺﾊﾞﾈﾅｶﾞｶﾒﾑｼ ○       

74   
 

ﾋﾒｵｵﾒｶﾒﾑｼ ○ ○     

75   
 

ｵｵﾒｶﾒﾑｼ     ○   

76   
 

ﾋｹﾞﾅｶﾞｶﾒﾑｼ     ○   

77   
 

ｻﾋﾞﾋｮｳﾀﾝﾅｶﾞｶﾒﾑｼ ○       

78   
 

ｸﾛｱｼﾎｿﾅｶﾞｶﾒﾑｼ   ○     

79   
 

ｺﾊﾞﾈﾋｮｳﾀﾝﾅｶﾞｶﾒﾑｼ ○       

80   ﾎｼｶﾒﾑｼ ｸﾛﾎｼｶﾒﾑｼ   ○     

81   ｵｵﾎｼｶﾒﾑｼ ﾋﾒﾎｼｶﾒﾑｼ     ○   

82   ﾎｿﾍﾘｶﾒﾑｼ ｸﾓﾍﾘｶﾒﾑｼ   ○ ○   

83   
 

ﾎｿﾍﾘｶﾒﾑｼ       ○ 

84   ﾍﾘｶﾒﾑｼ ﾎｿﾊﾘｶﾒﾑｼ ○ ○     

85   
 

ﾎｼﾊﾗﾋﾞﾛﾍﾘｶﾒﾑｼ ○       

86   
 

ﾂﾏｷﾍﾘｶﾒﾑｼ     ○   

87   
 

ｷﾊﾞﾗﾍﾘｶﾒﾑｼ ○       

88   ﾋﾒﾍﾘｶﾒﾑｼ ｽｶｼﾋﾒﾍﾘｶﾒﾑｼ   ○     

89   ﾏﾙｶﾒﾑｼ ﾏﾙｶﾒﾑｼ ○ ○ ○   

90   ﾂﾁｶﾒﾑｼ ﾋﾒﾂﾁｶﾒﾑｼ       ○ 

91   
 

ﾂﾁｶﾒﾑｼ     ○ ○ 

92   ｶﾒﾑｼ ｳｼｶﾒﾑｼ     ○   

93   
 

ﾌﾞﾁﾋｹﾞｶﾒﾑｼ   ○     

94   
 

ｼﾗﾎｼｶﾒﾑｼ   ○     

95   
 

ﾂﾔｱｵｶﾒﾑｼ   ○     

96   
 

ｸｻｷﾞｶﾒﾑｼ     ○   

97   
 

ｲﾁﾓﾝｼﾞｶﾒﾑｼ   ○     

98   
 

ﾁｬﾊﾞﾈｱｵｶﾒﾑｼ ○ ○ ○   

99   ｴﾋﾞｲﾛｶﾒﾑｼ ｴﾋﾞｲﾛｶﾒﾑｼ ○       

100   ﾂﾉｶﾒﾑｼ ｴｻｷﾓﾝｷﾂﾉｶﾒﾑｼ     ○   

101 ｱﾐﾒｶｹﾞﾛｳ ﾋﾒｶｹﾞﾛｳ ﾁｬﾊﾞﾈﾋﾒｶｹﾞﾛｳ     ○   

102   ｸｻｶｹﾞﾛｳ ﾆｯﾎﾟﾝｸｻｶｹﾞﾛｳ   ○   ○ 

103 ｺｳﾁｭｳ ｵｻﾑｼ ｾｱｶﾋﾗﾀｺﾞﾐﾑｼ     ○   

104   
 

ﾋﾒﾂﾔﾋﾗﾀｺﾞﾐﾑｼ     ○   

105   
 

ｵｵｸﾛﾂﾔﾋﾗﾀｺﾞﾐﾑｼ     ○   

106   
 

ﾆｾﾏﾙｶﾞﾀｺﾞﾐﾑｼ   ○     

107   
 

ｹｳｽｺﾞﾓｸﾑｼ   ○ ○ ○ 

108   
 

ﾋﾒｹｺﾞﾓｸﾑｼ   ○     

109   
 

ｸﾛｺﾞﾓｸﾑｼ     ○   

110   
 

ｳｽｱｶｸﾛｺﾞﾓｸﾑｼ   ○ ○   

111   
 

ﾐﾄﾞﾘﾏﾒｺﾞﾓｸﾑｼ ○       

112   
 

ﾔﾏﾄﾄｯｸﾘｺﾞﾐﾑｼ       ○ 

113   
 

ﾐｽﾞｷﾞﾜｱﾄｷﾘｺﾞﾐﾑｼ   ○     

114   
 

ﾌﾀﾎｼｱﾄｷﾘｺﾞﾐﾑｼ     ○   

115   ｶﾞﾑｼ ﾄｹﾞﾊﾞｺﾞﾏﾌｶﾞﾑｼ   ○     

116   ｴﾝﾏﾑｼ ﾆｾﾄﾞｳｶﾞﾈｴﾝﾏﾑｼ       ○ 

117   ｼﾃﾞﾑｼ ｵｵﾋﾗﾀｼﾃﾞﾑｼ ○   ○   

118   ﾊﾈｶｸｼ ｷﾊﾞﾈﾆｾﾕﾐｾﾐｿﾞﾊﾈｶｸｼ   ○     

119   
 

ﾑﾈﾋﾞﾛﾊﾈｶｸｼ     ○   

120   
 

Philonthus属の一種     ○   

121   
 

ｸﾛｽﾞｼﾘﾎｿﾊﾈｶｸｼ   ○     

122   ｾﾝﾁｺｶﾞﾈ ｾﾝﾁｺｶﾞﾈ     ○   

123   ｺｶﾞﾈﾑｼ ｸﾛﾏﾙｴﾝﾏｺｶﾞﾈ     ○   

124   
 

ｺｹｼﾏｸﾞｿｺｶﾞﾈ       ○ 

125   
 

ｱｼﾅｶﾞｺｶﾞﾈ       ○ 

126   
 

ﾏﾙｶﾞﾀﾋﾞﾛｳﾄﾞｺｶﾞﾈ ○ ○     

127   
 

ｺｲﾁｬｺｶﾞﾈ       ○ 

128   
 

ｱｵﾄﾞｳｶﾞﾈ ○ ○ ○   

129   
 

ﾏﾒｺｶﾞﾈ ○       

130   
 

ｺｱｵﾊﾅﾑｸﾞﾘ       ○ 

131   
 

ｼﾛﾃﾝﾊﾅﾑｸﾞﾘ ○       
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表 9.3-17(3) 昆虫類確認種 

No. 目名 科名 種名 

確認状況 

平成 24年 平成 25年 

夏季 秋季 冬季 春季 

132 〔ｺｳﾁｭｳ〕 ﾀﾏﾑｼ ﾋｼﾓﾝﾅｶﾞﾀﾏﾑｼ       ○ 

133   
 

ｳﾒﾁﾋﾞﾀﾏﾑｼ   ○     

134   
 

ｻｼｹﾞﾁﾋﾞﾀﾏﾑｼ     ○   

135   
 

ﾔﾉﾅﾐｶﾞﾀﾁﾋﾞﾀﾏﾑｼ     ○ ○ 

136   ｺﾒﾂｷﾑｼ ﾏﾀﾞﾗﾁﾋﾞｺﾒﾂｷ   ○     

137   
 

ｻﾋﾞｷｺﾘ ○ ○ ○   

138   
 

ﾋﾒｻﾋﾞｷｺﾘ     ○ ○ 

139   
 

ｽﾅｻﾋﾞｷｺﾘ       ○ 

140   
 

ｸｼｺﾒﾂｷ       ○ 

141   ｼﾞｮｳｶｲﾎﾞﾝ ｾﾎﾞｼｼﾞｮｳｶｲ       ○ 

142   ｼﾊﾞﾝﾑｼ ﾋﾒﾎｺﾘﾀｹｼﾊﾞﾝﾑｼ   ○     

143   ｹｼｷｽｲ ｸﾛﾊﾅｹｼｷｽｲ ○ ○     

144   ﾈｽｲﾑｼ ｵﾊﾞｹﾃﾞｵﾈｽｲ   ○     

145   ﾋﾒﾊﾅﾑｼ ｷｲﾛｱｼﾅｶﾞﾋﾒﾊﾅﾑｼ   ○     

146   ｷｽｲﾑｼ ｷｲﾛｾﾏﾙｷｽｲ   ○     

147   
 

ﾅｶﾞﾏﾙｷｽｲ   ○     

148   
 

ﾏﾙｶﾞﾀｷｽｲ   ○     

149   ﾐｼﾞﾝﾑｼ ﾑｸｹﾞﾐｼﾞﾝﾑｼ   ○     

150   ﾃﾝﾄｳﾑｼﾀﾞﾏｼ ﾖﾂﾎﾞｼﾃﾝﾄｳﾀﾞﾏｼ   ○     

151   ﾃﾝﾄｳﾑｼ ﾑﾂﾎﾞｼﾃﾝﾄｳ       ○ 

152   
 

ｾｽｼﾞﾋﾒﾃﾝﾄｳ   ○     

153   
 

ﾊﾚﾔﾋﾒﾃﾝﾄｳ       ○ 

154   
 

ｺｸﾛﾋﾒﾃﾝﾄｳ   ○     

155   
 

ｸﾛｽｼﾞﾋﾒﾃﾝﾄｳ   ○     

156   
 

ｷｱｼｸﾛﾋﾒﾃﾝﾄｳ   ○     

157   
 

ﾋﾒｱｶﾎｼﾃﾝﾄｳ   ○     

158   
 

ｱｶｲﾛﾃﾝﾄｳ   ○     

159   
 

ﾍﾞﾆﾍﾘﾃﾝﾄｳ       ○ 

160   
 

ﾑｰｱｼﾛﾎｼﾃﾝﾄｳ   ○   ○ 

161   
 

ﾅﾅﾎｼﾃﾝﾄｳ   ○ ○ ○ 

162   
 

ﾅﾐﾃﾝﾄｳ ○ ○ ○ ○ 

163   
 

ｷｲﾛﾃﾝﾄｳ     ○ ○ 

164   
 

ﾀﾞﾝﾀﾞﾗﾃﾝﾄｳ   ○     

165   ｺｷﾉｺﾑｼ ﾁｬｲﾛｺｷﾉｺﾑｼ   ○     

166   ｶﾐｷﾘﾓﾄﾞｷ ﾓﾓﾌﾞﾄｶﾐｷﾘﾓﾄﾞｷ       ○ 

167   ｱﾘﾓﾄﾞｷ ｹｵﾋﾞｱﾘﾓﾄﾞｷ   ○     

168   
 

ﾖﾂﾎﾞｼﾎｿｱﾘﾓﾄﾞｷ   ○     

169   ﾊﾅﾉﾐﾀﾞﾏｼ ｸﾛﾌﾅｶﾞﾀﾊﾅﾉﾐ       ○ 

170   ﾊﾑｼﾀﾞﾏｼ ﾋｹﾞﾌﾞﾄｺﾞﾐﾑｼﾀﾞﾏｼ ○       

171   ｸﾁｷﾑｼ ｸﾁｷﾑｼ     ○   

172   ｺﾞﾐﾑｼﾀﾞﾏｼ ｺﾞﾓｸﾑｼﾀﾞﾏｼ ○       

173   
 

ｽﾅｺﾞﾐﾑｼﾀﾞﾏｼ       ○ 

174   ﾊﾑｼ ﾏﾀﾞﾗｱﾗｹﾞｻﾙﾊﾑｼ   ○ ○   

175   
 

ﾄﾞｳｶﾞﾈｻﾙﾊﾑｼ ○ ○     

176   
 

ﾔﾅｷﾞﾙﾘﾊﾑｼ       ○ 

177   
 

ｳﾘﾊﾑｼﾓﾄﾞｷ     ○   

178   
 

ｳﾘﾊﾑｼ   ○     

179   
 

ｸﾛｳﾘﾊﾑｼ ○ ○     

180   
 

ﾌﾞﾀｸｻﾊﾑｼ   ○     

181   
 

ｻﾝｺﾞｼﾞｭﾊﾑｼ       ○ 

182     ﾋﾒﾄﾞｳｶﾞﾈﾄﾋﾞﾊﾑｼ ○       

183   
 

ｲﾇﾉﾌｸﾞﾘﾄﾋﾞﾊﾑｼ   ○     

184   
 

ｽｲﾊﾞﾄﾋﾞﾊﾑｼ       ○ 

185   
 

ﾙﾘﾏﾙﾉﾐﾊﾑｼ     ○   

186   
 

ｷｽｼﾞﾉﾐﾊﾑｼ   ○     

187   ｿﾞｳﾑｼ ﾂﾁｲﾛﾋｹﾞﾎﾞｿｿﾞｳﾑｼ       ○ 

188   
 

ﾋﾗｽﾞﾈﾋｹﾞﾎﾞｿｿﾞｳﾑｼ       ○ 

189   
 

ﾁﾋﾞﾒﾅｶﾞｿﾞｳﾑｼ ○       

190   
 

ﾋﾚﾙｸﾁﾌﾞﾄｿﾞｳﾑｼ     ○   

191   
 

ﾎｿﾋﾒｶﾀｿﾞｳﾑｼ       ○ 

192   
 

ｽｸﾞﾘｿﾞｳﾑｼ ○ ○ ○ ○ 

193   
 

ﾄﾋﾞｲﾛﾋｮｳﾀﾝｿﾞｳﾑｼ       ○ 

194   
 

ｺﾌｷｿﾞｳﾑｼ       ○ 

195   
 

ｹﾁﾋﾞｺﾌｷｿﾞｳﾑｼ   ○     

196   
 

ﾁﾋﾞｺﾌｷｿﾞｳﾑｼ       ○ 

197   
 

ｱﾙﾌｧﾙﾌｧﾀｺｿﾞｳﾑｼ ○ ○     

198   
 

ｶｼﾜﾉﾐｿﾞｳﾑｼ   ○     

199   
 

ｱｶｱｼﾉﾐｿﾞｳﾑｼ     ○   

200   
 

ﾀﾃﾞﾉｸﾁﾌﾞﾄｻﾙｿﾞｳﾑｼ   ○     

201   
 

ﾂﾂｼﾞﾄｹﾞﾑﾈｻﾙｿﾞｳﾑｼ       ○ 

202   
 

ｶﾅﾑｸﾞﾗﾄｹﾞｻﾙｿﾞｳﾑｼ       ○ 

203   ｵｻｿﾞｳﾑｼ ｼﾊﾞｵｻｿﾞｳﾑｼ   ○     
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表 9.3-17(4) 昆虫類確認種 

No. 目名 科名 種名 

確認状況 

平成 24年 平成 25年 

夏季 秋季 冬季 春季 

204 ﾊﾁ ﾊﾊﾞﾁ ｾｸﾞﾛｶﾌﾞﾗﾊﾊﾞﾁ       ○ 

205   ｺﾏﾕﾊﾞﾁ ｺﾏﾕﾊﾞﾁ科の一種   ○     

205   ﾋﾒﾊﾞﾁ ｱﾒﾊﾞﾁ亜科の一種   ○     

207   
 

Ichneumon属の一種   ○   ○ 

 
  

 
ﾋﾒﾊﾞﾁ科の一種   ○     

208   ﾀﾏｺﾞｸﾛﾊﾞﾁ ﾀﾏｺﾞｸﾛﾊﾞﾁ科の一種       ○ 

209   ｺﾂﾁﾊﾞﾁ Tiphia属の一種 ○ ○     

210   ﾂﾁﾊﾞﾁ ﾋﾒﾊﾗﾅｶﾞﾂﾁﾊﾞﾁ ○ ○     

211   
 

ｷﾝｹﾊﾗﾅｶﾞﾂﾁﾊﾞﾁ   ○     

212   ｱﾘ ｵｵﾊﾘｱﾘ ○ ○ ○   

213   
 

ｱｼﾅｶﾞｱﾘ       ○ 

214   
 

ﾊﾘﾌﾞﾄｼﾘｱｹﾞｱﾘ   ○   ○ 

215   
 

ｷｲﾛｼﾘｱｹﾞｱﾘ   ○ ○ ○ 

216   
 

ﾑﾈﾎﾞｿｱﾘ   ○   ○ 

217   
 

ｵｵｽﾞｱﾘ ○ ○     

218   
 

ｱﾐﾒｱﾘ ○ ○ ○ ○ 

219   
 

ｳﾛｺｱﾘ ○       

220   
 

ﾄﾋﾞｲﾛｼﾜｱﾘ       ○ 

221   
 

ｸﾛｵｵｱﾘ   ○ ○   

222   
 

ｲﾄｳｵｵｱﾘ ○       

223   
 

ｳﾒﾏﾂｵｵｱﾘ ○ ○     

224   
 

ｸﾛﾔﾏｱﾘ ○ ○   ○ 

225   
 

ﾄﾋﾞｲﾛｹｱﾘ ○ ○ ○ ○ 

226   
 

ｱﾒｲﾛｱﾘ ○ ○ ○ ○ 

227   ﾄﾞﾛﾊﾞﾁ ｵｵﾌﾀｵﾋﾞﾄﾞﾛﾊﾞﾁ本土亜種 ○       

228   ｽｽﾞﾒﾊﾞﾁ ｾｸﾞﾛｱｼﾅｶﾞﾊﾞﾁ ○ ○   ○ 

229   
 

ｺｶﾞﾀｽｽﾞﾒﾊﾞﾁ本土亜種       ○ 

230   ｺﾊﾅﾊﾞﾁ ｱｶｶﾞﾈｺﾊﾅﾊﾞﾁ ○ ○     

231   
 

Lasioglossum属の一種       ○ 

232   ﾊｷﾘﾊﾞﾁ ｽﾐｿﾞﾒﾊｷﾘﾊﾞﾁ       ○ 

233   ｺｼﾌﾞﾄﾊﾅﾊﾞﾁ Nomada属の一種       ○ 

234   
 

ｼﾛｽｼﾞﾋｹﾞﾅｶﾞﾊﾅﾊﾞﾁ       ○ 

235   
 

Ceratina属の一種   ○     

236   
 

ｸﾏﾊﾞﾁ       ○ 

237 ﾊｴ ｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ ｷﾘｳｼﾞｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ       ○ 

 
  

 
Tipula属の一種       ○ 

238   ﾕｽﾘｶ ﾕｽﾘｶ科の一種       ○ 

239   ｸﾛﾊﾞﾈｷﾉｺﾊﾞｴ ｸﾛﾊﾞﾈｷﾉｺﾊﾞｴ科の一種       ○ 

240   ﾂﾘｱﾌﾞ ﾎｼﾂﾘｱﾌﾞ ○       

241   
 

ｸﾛﾊﾞﾈﾂﾘｱﾌﾞ ○       

242   ﾑｼﾋｷｱﾌﾞ ﾏｶﾞﾘｹﾑｼﾋｷ       ○ 

243   ｱｼﾅｶﾞﾊﾞｴ ｱｼﾅｶﾞﾊﾞｴ科の一種   ○   ○ 

244   ｱﾀﾏｱﾌﾞ ｱﾀﾏｱﾌﾞ科の一種   ○     

245   ﾊﾅｱﾌﾞ ﾎｿﾋﾗﾀｱﾌﾞ   ○     

 
  

 
Epistrophe属の一種       ○ 

246   
 

Sphaerophoria属の一種   ○   ○ 

247   
 

Melanostoma属の一種   ○   ○ 

248   
 

ｷｱｼﾏﾒﾋﾗﾀｱﾌﾞ   ○     

249   
 

ｼﾏﾏﾒﾋﾗﾀｱﾌﾞ   ○     

250   
 

ﾉﾋﾗﾏﾒﾋﾗﾀｱﾌﾞ   ○     

251   ﾐﾊﾞｴ ﾋﾗﾔﾏｱﾐﾒｹﾌﾞｶﾐﾊﾞｴ   ○     

252   ﾔﾁﾊﾞｴ ﾋｹﾞﾅｶﾞﾔﾁﾊﾞｴ   ○     

253   
 

Tetanocera属の一種   ○     

254   ｸﾛﾂﾔﾊﾞｴ ｸﾛﾂﾔﾊﾞｴ科の一種   ○     

255   ｷﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ ｷﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ科の一種       ○ 

256   ﾐｷﾞﾜﾊﾞｴ Ochthera mantis   ○     

257   
 

ﾐｷﾞﾜﾊﾞｴ科の一種   ○   ○ 

258   ﾌﾝﾊﾞｴ ﾋﾒﾌﾝﾊﾞｴ   ○ ○   

259   ｲｴﾊﾞｴ ｲﾈｸｷｲｴﾊﾞｴ   ○     

260   
 

ﾍﾘｸﾞﾛﾋﾒﾊﾅﾊﾞｴ   ○     

261   
 

ｲｴﾊﾞｴ科の一種   ○     

262   ｸﾛﾊﾞｴ ｵｵｸﾛﾊﾞｴ     ○ ○ 

263   
 

ﾂﾏｸﾞﾛｷﾝﾊﾞｴ   ○     

264   ﾆｸﾊﾞｴ ｾﾝﾁﾆｸﾊﾞｴ   ○     

265 ﾁｮｳ ﾏﾀﾞﾗｶﾞ ﾎﾀﾙｶﾞ   ○     

266   ﾒｲｶﾞ ｼﾛｵﾋﾞﾉﾒｲｶﾞ   ○     

267   ｾｾﾘﾁｮｳ ｲﾁﾓﾝｼﾞｾｾﾘ ○ ○   ○ 

268   
 

ﾁｬﾊﾞﾈｾｾﾘ   ○     

269   ｱｹﾞﾊﾁｮｳ ｱｵｽｼﾞｱｹﾞﾊ ○ ○   ○ 

270   
 

ﾅｶﾞｻｷｱｹﾞﾊ ○       

271   
 

ｸﾛｱｹﾞﾊ本土亜種   ○     

272   
 

ﾅﾐｱｹﾞﾊ   ○     
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表 9.3-17(5) 昆虫類確認種 

No. 目名 科名 種名 

確認状況 

平成 24年 平成 25年 

夏季 秋季 冬季 春季 

273 〔ﾁｮｳ〕 ｼﾛﾁｮｳ ﾓﾝｷﾁｮｳ   ○     

274   
 

ｽｼﾞｸﾞﾛｼﾛﾁｮｳ   ○     

275  
 

ﾓﾝｼﾛﾁｮｳ ○ ○     

276   ｼｼﾞﾐﾁｮｳ ｳﾗﾅﾐｼｼﾞﾐ   ○     

277   
 

ﾔﾏﾄｼｼﾞﾐ本土亜種 ○ ○   ○ 

278   ｳﾗｷﾞﾝｼｼﾞﾐﾁｮｳ ｳﾗｷﾞﾝｼｼﾞﾐ   ○     

279   ﾀﾃﾊﾁｮｳ ﾋﾒｱｶﾀﾃﾊ ○ ○     

280   
 

ｷﾀﾃﾊ   ○     

281   ﾄﾞｸｶﾞ ﾁｬﾄﾞｸｶﾞ       ○ 

282   ﾋﾄﾘｶﾞ ｶｸﾓﾝﾋﾄﾘ   ○     

計 12目 113科 282種 78種 164種 64種 81種 

 

ｂ．注目される種 

確認された昆虫類のうち、文化財保護法に基づく天然記念物、絶滅のおそれのある野

生動植物の種の保存に関する法律に基づく国内希少野生動植物種、「レッドリスト（絶

滅のおそれのある野生生物の種のリスト 昆虫類)」（平成 24 年８月 環境省）の記載

種及び「レッドデータブック東京 2013（本土部）」（平成 25 年３月 東京都に該当する

掲載種を注目される昆虫類として抽出した結果、表 9.3-18に示す１種が該当した。 

注目される昆虫類の生態及び確認状況は、表 9.3-19に示すとおりである。 

表 9.3-18 注目される昆虫類 

No 目名 科名 種名 
選定基準 注) 

① ② ③ ④ 

1 ｺｳﾁｭｳ ｵｻﾑｼ ﾔﾏﾄﾄｯｸﾘｺﾞﾐﾑｼ    VU 

計 1目 1科 1種 0種 0種 0種 1種 

注)選定基準 

①文化財保護法（昭和 25 年法律第 214 号）、東京都文化財保護条例（昭和 51 年東京都条例第 25 号）

に基づく天然記念物 

②絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律（平成４年法律第 75号）に基づく国内希少

野生動植物種 

③「レッドリスト（絶滅のおそれのある野生生物の種のリスト 昆虫類)」（平成 24年８月 環境省）

の記載種 

④「レッドデータブック東京 2013（本土部）」（平成 25 年３月 東京都）の区部に該当する掲載種 

  VU:絶滅危惧 II類 

表 9.3-19 注目される昆虫類の生態及び確認状況 

【種  名】：ヤマトトックリゴミムシ 

【分  布】：本州、四国、九州、南西諸島 

【形  態】：トックリゴミムシ類の中では脚が赤褐色であることで区別

できる。芝地などに設置された灯火によく飛来する。 

【確認状況】：春季に、調査範囲の池の岸辺の湿潤な地面において、個体

が確認された。 

 

注)分布及び形態は、「レッドデータブック東京 2013（本土部）」（平成 25 年３月 東京都）、「新訂原色日本昆虫大図鑑

Ⅱ甲虫編」（平成 19年５月 (株)北隆館）による。 
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(ｶ) クモ類 

ａ．確認種 

現地調査により、計画地及びその周辺において表 9.3-20(1)及び(2)に示すとおり１目

16科 92種のクモ類が確認された。 

確認種は、造網性のオナガグモ、コガネグモ、ショロウグモ、地中性のキシノウエト

タテグモ、ジグモ、土壌性のイマダテテングヌカグモ、コタナグモ、徘徊性のササグモ、

マミジロハエトリ等であった。 

表 9.3-20(1) クモ類確認種 

No. 科名 種名 

確認状況 

平成 24年 平成 25年 

夏季 秋季 冬季 春季 

1 ﾄﾀﾃｸﾞﾓ ｷｼﾉｳｴﾄﾀﾃｸﾞﾓ 
  

○ ○ 

2 ｼﾞｸﾞﾓ ｼﾞｸﾞﾓ ○ 
 

○ 
 

3   ﾜｽﾚﾅｸﾞﾓ 
   

○ 

4 ｳｽﾞｸﾞﾓ ｶﾀﾊﾘｳｽﾞｸﾞﾓ 
   

○ 

5 ﾋﾒｸﾞﾓ ｶｸﾞﾔﾋﾒｸﾞﾓ 
  

○ ○ 

6   Parasteatoda属の一種 
  

○ 
 

7   ｱｼﾌﾞﾄﾋﾒｸﾞﾓ 
  

○ ○ 

8   ｼﾛｶﾈｲｿｳﾛｳｸﾞﾓ 
   

○ 

9   ｵﾅｶﾞｸﾞﾓ 
  

○ 
 

10   ﾁﾘｲｿｳﾛｳｸﾞﾓ 
  

○ 
 

11   ｼﾓﾌﾘﾐｼﾞﾝｸﾞﾓ 
  

○ 
 

12   ｶﾚﾊﾋﾒｸﾞﾓ 
  

○ 
 

13   ﾋｼｶﾞﾀｸﾞﾓ 
  

○ 
 

   Episinus属の一種 
  

○ 
 

14   ﾋｹﾞﾅｶﾞﾔﾘｸﾞﾓ 
  

○ 
 

15   ﾊﾝｹﾞﾂｵｽﾅｷｸﾞﾓ 
   

○ 

16   ﾑﾅﾎﾞｼﾋﾒｸﾞﾓ 
  

○ ○ 

17   ｷﾖﾋﾒｸﾞﾓ 
   

○ 

18 ｻﾗｸﾞﾓ ﾀﾃﾔﾏﾃﾅｶﾞｸﾞﾓ 
   

○ 

19   ﾊﾗｼﾞﾛﾑﾅｷｸﾞﾓ 
   

○ 

20   ﾃﾞｰﾆｯﾂｻﾗｸﾞﾓ 
  

○ ○ 

21   ﾅﾆﾜﾅﾝｷﾝｸﾞﾓ 
  

○ 
 

22   ｸﾛﾅﾝｷﾝｸﾞﾓ 
   

○ 

23   ｲﾏﾀﾞﾃﾃﾝｸﾞﾇｶｸﾞﾓ 
  

○ 
 

24   ｻﾗｸﾞﾓ科の一種 
  

○ 
 

25 ｺｶﾞﾈｸﾞﾓ ﾊﾂﾘｸﾞﾓ 
   

○ 

26   ﾅｶﾑﾗｵﾆｸﾞﾓ 
   

○ 

27   ﾔｴﾝｵﾆｸﾞﾓ 
  

○ 
 

28   ｵﾆｸﾞﾓ 
  

○ ○ 

   Araneus属の一種 
 

○ 
  

29   ｺｶﾞﾈｸﾞﾓ 
   

○ 

   Argiope属の一種 
  

○ 
 

30   ｺﾞﾐｸﾞﾓ 
   

○ 

31   ﾏﾙｺﾞﾐｸﾞﾓ 
   

○ 

32   ｺｶﾞﾈｸﾞﾓﾀﾞﾏｼ 
   

○ 

   Larinia属の一種 
  

○ 
 

33   ﾔﾏｼﾛｵﾆｸﾞﾓ 
   

○ 

34   ｻﾂﾏﾉﾐﾀﾞﾏｼ 
   

○ 

   Neoscona属の一種 
  

○ 
 

35   ｼﾞｮﾛｳｸﾞﾓ 
 

○ 
  

36   ｹﾞﾎｳｸﾞﾓ 
  

○ 
 

37   ｽﾞｸﾞﾛｵﾆｸﾞﾓ 
   

○ 

38 ｱｼﾅｶﾞｸﾞﾓ ﾁｭｳｶﾞﾀｼﾛｶﾈｸﾞﾓ 
   

○ 

   Leucauge属の一種 
  

○ 
 

39   ｱｼﾅｶﾞｸﾞﾓ 
   

○ 

40   ｳﾛｺｱｼﾅｶﾞｸﾞﾓ 
   

○ 

   Tetragnatha属の一種 
  

○ 
 

41 ﾀﾅｸﾞﾓ ｸｻｸﾞﾓ 
   

○ 

42   ｺｸｻｸﾞﾓ 
  

○ ○ 

43   ｺﾀﾅｸﾞﾓ 
   

○ 

44   ﾒｶﾞﾈﾔﾁｸﾞﾓ 
  

○ 
 

45   Iwogumoa属の一種 
  

○ 
 

   ﾀﾅｸﾞﾓ科の一種 
   

○ 

46 ｷｼﾀﾞｸﾞﾓ ｲｵｳｲﾛﾊｼﾘｸﾞﾓ 
   

○ 
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表 9.3-20(2) クモ類確認種 

No. 目名 科名 種名 

確認状況 

平成 24年 平成 25年 

夏季 秋季 冬季 春季 

47   ｺﾓﾘｸﾞﾓ ｸﾛｺｺﾓﾘｸﾞﾓ 
   

○ 

48   ｼｯﾁｺﾓﾘｸﾞﾓ   ○  

49     ﾊﾗｸﾛｺﾓﾘｸﾞﾓ 
   

○ 

50     ｳﾂﾞｷｺﾓﾘｸﾞﾓ 
 

○ ○ 
 

     Pardosa属の一種 
   

○ 

51     ｷﾊﾞﾗｺﾓﾘｸﾞﾓ 
  

○ ○ 

52     ｱﾗｲﾄｺﾓﾘｸﾞﾓ 
   

○ 

53   ｻｻｸﾞﾓ ｸﾘﾁｬｻｻｸﾞﾓ 
 

○ 
  

54     ｻｻｸﾞﾓ ○ ○ 
 

○ 

     Oxyopes属の一種 
  

○ 
 

55   ﾌｸﾛｸﾞﾓ ｱｼﾅｶﾞｺﾏﾁｸﾞﾓ 
   

○ 

     Chiracanthium属の一種 ○ 
   

56     ｺﾌｸﾛｸﾞﾓ 
   

○ 

57     ﾔﾊｽﾞﾌｸﾛｸﾞﾓ 
  

○ 
 

58     ﾏﾀﾞﾗﾌｸﾛｸﾞﾓ 
  

○ 
 

     Clubiona属の一種 ○ ○ ○ ○ 

59     ｲﾀﾁｸﾞﾓ 
   

○ 

60     ﾔﾊﾞﾈｳﾗｼﾏｸﾞﾓ 
   

○ 

61     ﾈｺｸﾞﾓ   ○  

62   ﾜｼｸﾞﾓ Haplodrassus属の一種   ○  

63     ｼﾉﾉﾒﾄﾝﾋﾞｸﾞﾓ    ○ 

64     ﾎｼｼﾞﾛﾄﾝﾋﾞｸﾞﾓ 
   

○ 

65   ｶﾆｸﾞﾓ ｷﾊﾀﾞｶﾆｸﾞﾓ 
   

○ 

66     ﾊﾅｸﾞﾓ ○ ○ 
  

67     ｱｽﾞﾁｸﾞﾓ 
   

○ 

68     Tmarus属の一種 
  

○ 
 

69     ｶﾗｶﾆｸﾞﾓ 
   

○ 

     Xysticus属の一種 
   

○ 

70   ｴﾋﾞｸﾞﾓ ｷﾊﾀﾞｴﾋﾞｸﾞﾓ 
  

○ 
 

71     ｱｻﾋｴﾋﾞｸﾞﾓ 
   

○ 

     Philodromus属の一種 
  

○ 
 

72     ﾖｼｼｬｺｸﾞﾓ 
  

○ ○ 

73     ｼｬｺｸﾞﾓ 
   

○ 

74   ﾊｴﾄﾘｸﾞﾓ ﾈｺﾊｴﾄﾘ 
 

○ ○ 
 

75     ｶﾀｵｶﾊｴﾄﾘ 
   

○ 

76     ﾏﾐｼﾞﾛﾊｴﾄﾘ ○ ○ 
 

○ 

77     ｺｼﾞｬﾊﾞﾗﾊｴﾄﾘ 
   

○ 

78     ﾔﾊｽﾞﾊｴﾄﾘ 
 

○ ○ 
 

79     ﾖﾀﾞﾝﾊｴﾄﾘ 
   

○ 

80     ｼﾗﾋｹﾞﾊｴﾄﾘ 
   

○ 

81     ﾔｶﾞﾀｱﾘｸﾞﾓ 
  

○ ○ 

82     ﾀｲﾘｸｱﾘｸﾞﾓ 
 

○ 
 

○ 

83     ﾔｻｱﾘｸﾞﾓ 
 

○ 
  

84     ｱﾘｸﾞﾓ 
 

○ 
  

     Myrmarachne属の一種 
  

○ 
 

85     ﾒｶﾞﾈｱｻﾋﾊｴﾄﾘ 
   

○ 

     Phintella属の一種 
 

○ 
  

86     ﾐｽｼﾞﾊｴﾄﾘ 
  

○ 
 

87     ｲﾅｽﾞﾏﾊｴﾄﾘ 
   

○ 

88     ﾁｸﾆﾊｴﾄﾘ 
   

○ 

89     ﾋﾒｶﾗｽﾊｴﾄﾘ 
   

○ 

     Rhene属の一種 
  

○ 
 

90     ｱｵｵﾋﾞﾊｴﾄﾘ 
 

○ 
 

○ 

91     ｼﾗﾎｼｺｹﾞﾁｬﾊｴﾄﾘ 
   

○ 

92     ﾄｻﾊｴﾄﾘ 
   

○ 

計 1目 16科 92種 6種 15種 44種 63種 
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ｂ．注目される種 

確認されたクモ類のうち、文化財保護法に基づく天然記念物、絶滅のおそれのある野

生動植物の種の保存に関する法律に基づく国内希少野生動植物種、「レッドリスト（絶

滅のおそれのある野生生物の種のリスト 昆虫類)」（平成 24 年８月 環境省）の記載

種及び「レッドデータブック東京 2013（本土部）」（平成 25 年３月 東京都に該当する

掲載種を注目される昆虫類として抽出した結果、表 9.3-21に示す３種が該当した。 

注目されるクモ類の生態及び確認状況は、表 9.3-22に示すとおりである。 

表 9.3-21 注目されるクモ類 

No 目名 科名 種名 
選定基準 注) 

① ② ③ ④ 

1 ｸﾓ ﾄﾀﾃｸﾞﾓ ｷｼﾉｳｴﾄﾀﾃｸﾞﾓ   NT VU 

2  ｼﾞｸﾞﾓ ﾜｽﾚﾅｸﾞﾓ   NT NT 

3  ｺｶﾞﾈｸﾞﾓ ｺｶﾞﾈｸﾞﾓ    VU 

計 1目 3科 3種 0種 0種 2種 3種 

注)選定基準 

①文化財保護法（昭和 25年法律第 214号）、東京都文化財保護条例（昭和 51年東京都条例第 25号）

に基づく天然記念物 

②絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律（平成４年法律第 75号）に基づく国内希

少野生動植物種 

③「レッドリスト（絶滅のおそれのある野生生物の種のリスト クモ類)」（平成 24年８月 環境省）

の記載種 

  NT:準絶滅危惧 

④「レッドデータブック東京 2013（本土部）」（平成 25 年３月 東京都）の区部に該当する掲載種 

  VU:絶滅危惧 II類 NT:準絶滅危惧 

表 9.3-22 注目されるクモ類の生態及び確認状況 

【種  名】：キシノウエトタテグモ 

【分  布】：本州、四国、九州 

【形  態】：前体は黒褐色で歩脚はやや赤みを帯びる。腹部は紫褐色、

褐色あるいは黒褐色。トタテグモ下目に属する原始的なク

モで、８眼、３爪を有し、書肺は２対。上顎は強大で馬鍬

を有し、下顎に多数の歯状突起を備える。前内疣の基部は

やや接近する。地中に比較的短い管状住居を作り、入り口

に扉をつける。 

【確認状況】：冬季及び春季に、計画地外の林床の小高い地面及び石垣の

隙間の土部分において、個体と巣が確認された。  

【種  名】：ワスレナグモ 

【分  布】：北海道、本州、九州 

【形  態】：雌の背甲及び歩脚は黄褐色または淡褐色、腹部は紫褐色、

褐色あるいは黄褐色。雌は全体に黒褐色で小さく、別種の

ように見える。トタテグモ下目に属する原始的なクモで、

８眼、３爪を有し、書肺は２対。上顎は強大で、下顎の前

側面は長く突出する。雌の第１歩脚は他の歩脚に比べて小

さい。地中に縦穴式の住居を作る。 

【確認状況】：春季に、計画地外の地上部に造巣していた個体が確認され

た。  
出典：「レッドデータブック東京 2013」 

【種  名】：コガネグモ 

【分  布】：本州、四国、九州、南西諸島 

【形  態】：メスの背甲は黒褐色の地に銀白色の毛が密生する。腹部背

面には黄色と黒色の太い横縞模様がある。オスは全体に黄

褐色で別種のように見える。腹部の色彩や独特の斑紋から

メスの識別は容易である。大きい円網を張る。 

【確認状況】：春季に、計画地外の草地において、幼体が確認された。 

 
注)分布及び形態は、「レッドデータブック東京 2013（本土部）」（平成 25年３月 東京都）による。 
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2) 生育・生息環境 

ア．地形等の状況 

地形の状況は、「9.1 大気等 9.1.1 現況調査 (4)調査結果 3)地形及び地物の状況」

（p.61参照）に示したとおりである。計画地は、高い盛土地に位置している。計画地及びそ

の周辺は、地盤高が T.P.+5m程度の平坦な地形である（計画地は T.P.+４m～５m程度）。 

計画地及びその周辺の地質は、表層は砂質土や粘性土等からなる埋土層（H）であり、そ

の下部には、砂質土や粘性土からなる有楽町層（Y）、東京層（T）、江戸川層（E）が分布し、

一部七号地層（N）も分布する。 

イ．植生等の状況 

植生等の状況は、「9.2 生物の生育・生息基盤 9.2.1 現況調査 (4)調査結果 5)植生

の状況」（p.100参照）に示したとおりである。計画地は主に「市街地」であり、計画地西側

の江戸川区臨海球技場第二には「工場地帯」が広がっている。また、計画地の東側は「残存・

植栽樹群をもった公園、墓地等」に区分されている。 

計画地西側の江戸川区臨海球技場第二には芝地・グラウンドが広がり、東側の葛西臨海公

園第二駐車場は施設地等、計画地中央の未利用地は人工裸地に区分される。計画地内の植生

は、中央南側にセイタカアワダチソウ群落、第二駐車場の北側及び西側には側溝にヨシ群落

が見られる。また、計画地の南側及び西側の外周にクロマツ植林が広がっている。 

また、計画地の北側は施設地等となっており、東側及び南側に隣接する葛西臨海公園内に

は植栽樹林群が見られる。 

ウ．大気環境 

大気環境の状況は、「9.1 大気等 9.1.1 現況調査 (4)調査結果 1)大気等の状況」

（p.50参照）に示したとおりである。 

気象の状況は、「9.2 生物の生育・生息基盤 9.2.1 現況調査 (4)調査結果 6)気象の

状況」（p.103参照）に示したとおりである。計画地周辺の東京管区気象台における年間降水

量及び年平均気温の平年値（昭和 56年～平成 22年）は、1,528.8mm、15.4℃である。 

エ．地域社会とのつながり 

計画地は、下水処理施設計画地の一部に位置しており、江戸川区臨海球技場第二や駐車場

等が存在する。計画地の東側は葛西臨海公園第二駐車場であり、舗装され植生は見られない。

計画地西側の江戸川区臨海球技場第二の南側及び西側は、荒川河口に隣接しており、堤防を

隔てた公園側にはクロマツが植栽されている。 

江戸川区臨海球技場第二は、児童等の野球の練習場として利用されている。また、荒川河

口の堤防上はサイクリングコースや遊歩道（健康の道）となっており、サイクリング、ジョ

ギングやウォーキングコースとして利用することができる。 

計画地内の緑はあまり多くないが、隣接する葛西臨海公園には多様な樹種が植栽されてお

り、ウメ、クロマツ、サクラ、フサアカシア、ヤマモモ、ネムノキ、スイセン、ハマボウ、

ハマナス、コスモス等の四季折々の植物を楽しむことができる憩いの場となっている。 

計画地及びその周辺は、昭和末期（昭和 48 年～平成元年）に埋め立てられた埋立地であ

り、自然地形等は存在しない。 
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3) 生態系の状況 

動植物の現地調査結果を基に、計画地及びその周辺における生態系の機能や構成要素、食物

連鎖による生態系構成要素は、表 9.3-23に示すとおりである。 

計画地及びその周辺は、生産者である植生の状況から生態系の機能として、樹林環境、草地

環境、市街地等の３区分に分類される。これらの環境区分で主に見られる陸上植物、陸上動物

について、食物連鎖による生物の相互の関係を整理し、図 9.3-2に整理した。 

生産者としては、樹林環境ではクロマツ、マテバシイ等の植栽樹林、草地環境ではセイタカ

アワダチソウ、ススキ、ヤブガラシ、タンキリマメ、ヨシ等の草本群落、市街地等では、ケヤ

キ、ヤマモモ等があげられる。 

生産者である植物の葉や茎、果実、種子等を採食する下位消費者としては、バッタ目、コウ

チュウ目、セミ目、チョウ目等の昆虫類、キジバト等の植食性鳥類があげられる。 

下位消費者である昆虫類等を捕食する中位消費者としては、ヒナコウモリ科の哺乳類、オナ

ガ、シジュウカラ、ヒバリ、ヒヨドリ、スズメ、セグロセキレイ等の鳥類のほか、は虫類のカ

ナヘビやクモ類があげられる。 

下位から中位消費者を捕食する上位消費者としては、小型哺乳類や昆虫類等を捕食するモズ

等の鳥類、雑食性のハシブトガラス等があげられる。 

食物連鎖の最も上位に位置する最上位消費者としては、行動圏が広く小型鳥類や昆虫類を捕

食するオオタカ、ノスリ、チョウゲンボウの猛禽類があげられる。 
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表 9.3-23 環境区分別に見る生態系の状況 

環境区分 樹林環境 草地環境 市街地等 

共通する 

環境要素 

計画地及びその周辺は、地盤高が T.P.+5m程度の平坦な地形である（計画地は T.P.+４m～

５m 程度）。計画地及びその周辺の地質は、表層は砂質土や粘性土等からなる埋土層（H）で

あり、その下部には、砂質土や粘性土からなる有楽町層（Y）、東京層（To）、江戸川層（E）

が分布し、一部七号地層（N）も分布する。 

環境区分別の状況 

樹林環境は、葛西臨海公園

の園地ではマテバシイを主

体とする人工的な植栽樹林

群とクロマツ林である。計画

地の周辺では、街路樹等とし

てエノキ、ムクノキ、サツキ、

ドウダンツツジ等が植栽さ

れている。 

主な動物相は樹林環境に

依存するコゲラ、シジュウカ

ラ等の鳥類、アブラゼミ等の

セミ目のほか、森林性のモリ

チャバネゴキブリ等の昆虫

類や、キシノウエトタテグモ

等のクモ類が生息する。 

草地環境は、計画地の大部

分を占有し比較的乾燥した

箇所ではセイタカアワダチ

ソウやチガヤ、ススキ、ヤブ

ガラシ、タンキリマメ等が生

育している。また、水分の多

い箇所ではヨシ等が生育し

ている。また、計画地周辺に

も同様の草地環境が広がっ

ている。 

主な動物相は、草地環境に

依存するヒバリ、オオヨシキ

リ等の鳥類のほか、カンタ

ン、ショウリョウバッタ等の

昆虫類やコガネグモ等のク

モ類が生息する。 

計画地内の北側及び西側

には、事務所等があり人工裸

地と人工構造物が存在する。

計画地周辺は、専用商業施

設、教育文化施設、集合住宅、

専用工場、等からなる市街地

が形成されている。 

市街地は主に人工構造物

で占められているが、道路沿

いの街路樹にエノキ、ケヤキ

サルスベリ等の植栽が見ら

れる。 

主な動物相は、ヒナコウモ

リ科の哺乳類、チョウ類等の

昆虫類やハシブトガラス、ス

ズメ等の鳥類の利用が見ら

れる。 

生態系 

構成要素 

最上位 

消費者 

鳥 類：オオタカ、ノスリ 鳥 類：チョウゲンボウ、 

ノスリ 

鳥 類：チョウゲンボウ 

上 位 

消費者 

鳥 類：モズ 鳥 類：モズ、ハシブトガラ

ス 

鳥 類：ハシブトガラス 

中 位 

消費者 

哺乳類：ヒナコウモリ科 

鳥 類：オナガ、シジュウカ

ラ、ジョウビタキ 

等 

 

クモ類：キシノウエトタテグ

モ、ワスレナグモ 

等 

哺乳類：ヒナコウモリ科 

鳥 類：ヒバリ、ヒヨドリ、

オオヨシキリ 等 

は虫類：カナヘビ 

 

クモ類：コガネグモ、ジョロ

ウグモ 等 

哺乳類：ヒナコウモリ科     

鳥 類：スズメ、セグロセキ

レイ 等 

は虫類：カナヘビ 

両生類：ウシガエル 

下 位 

消費者 

鳥 類：キジバト 等 

昆虫類：アブラゼミ、ミンミ

ンゼミ、モリチャバ

ネゴキブリ 等 

鳥 類：キジバト 等 

昆虫類：カンタン、ショウリ

ョウバッタ、モンシ

ロチョウ 等 

 

昆虫類：シオカラトンボ、 

アオスジアゲハ  

    等 

生産者 

植 物：クロマツ、マテバシ

イ 等 

植 物：セイタカアワダチソ

ウ、チガヤ、ススキ、

ヤブガラシ、タンキ

リマメ、ヨシ 等 

植 物：ケヤキ、ヤマモモ 等 
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図 9.3-2 食物連鎖に注視した生物相の階層構造 

 

 

4) 土地利用の状況 

土地利用の状況は、「9.1 大気等 9.1.1 現況調査 (4)調査結果 4)土地利用の状況」（p. 

61 参照）に示したとおりである。計画地及びその周辺の土地利用は、屋外利用地・仮設建物、

公園・運動場等となっている。計画地北側には供給処理施設、専用工場、スポーツ・興行施設

等があり、更に北側には、集合住宅や教育文化施設等が立地している。 

 

ｸﾛﾏﾂ、ﾏﾃﾊﾞｼｲ

等 
ｹﾔｷ、ﾔﾏﾓﾓ 等 

樹林環境 草地環境 市街地等 

＜生 産 者＞ 

＜下位消費者＞ 

＜中位消費者＞ 

＜最上位消費者＞ 

ｾｲﾀｶｱﾜﾀﾞﾁｿｳ、ﾁｶﾞﾔ、ｽｽｷ､ﾔﾌﾞ

ｶﾞﾗｼ､ﾀﾝｷﾘﾏﾒ､ﾖｼ 等 

ｱﾌﾞﾗｾﾞﾐ、ﾐﾝﾐﾝｾﾞﾐ 

ﾓﾘﾁｬﾊﾞﾈｺﾞｷﾌﾞﾘ 等 

ｼｵｶﾗﾄﾝﾎﾞ、ｱｵｽｼﾞ

ｱｹﾞﾊ 等 

ｶﾅﾍﾋﾞ、ｳｼｶﾞｴﾙ 

ｵﾅｶﾞ､ｼｼﾞｭｳｶﾗ、 

ｼﾞｮｳﾋﾞﾀｷ 等 

ｽｽﾞﾒ、ｾｸﾞﾛ

ｾｷﾚｲ 等 

ｺｶﾞﾈｸﾞﾓ、ｼﾞｮﾛ
ｳｸﾞﾓ 等 

＜上位消費者＞ 

ｵｵﾀｶ、ﾉｽﾘ、 

ﾁｮｳｹﾞﾝﾎﾞｳ 

ﾋﾅｺｳﾓﾘ科 

ｶﾝﾀﾝ、ｼｮｳﾘｮｳﾊﾞｯﾀ、ﾓﾝｼﾛ

ﾁｮう 等 

ﾋﾊﾞﾘ、ﾋﾖﾄﾞﾘ、 

ｵｵﾖｼｷﾘ 等 

ﾓｽﾞ､ﾊｼﾌﾞﾄｶﾞﾗｽ 

ｷｼﾞﾊﾞﾄ 等 

ｷｼﾉｳｴﾄﾀﾃｸﾞﾓ 
ﾜｽﾚﾅｸﾞﾓ 等 
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5) 法令等による基準等 

生物・生態系に関する法令等については、表 9.3-24(1)及び(2)に示すとおりである。 

表 9.3-24(1) 生物・生態系に関する法令等 

法令・条例等 責務等 

文化財保護法 

（昭和 25年法律第 214号） 

（文化財の定義）  

第二条 

四  貝づか、古墳、都城跡、城跡、旧宅その他の遺跡で我が国にとつて歴史上又は学術

上価値の高いもの、庭園、橋梁、峡谷、海浜、山岳その他の名勝地で我が国にとつて

芸術上又は観賞上価値の高いもの並びに動物（生息地、繁殖地及び渡来地を含む。）、

植物（自生地を含む。）及び地質鉱物（特異な自然の現象の生じている土地を含む。）

で我が国にとつて学術上価値の高いもの（以下「記念物」という。） 

（現状変更等の制限及び原状回復の命令）  

第百二十五条   史跡名勝天然記念物に関しその現状を変更し、又はその保存に影響を

及ぼす行為をしようとするときは、文化庁長官の許可を受けなければならない。ただ

し、現状変更については維持の措置又は非常災害のために必要な応急措置を執る場

合、保存に影響を及ぼす行為については影響の軽微である場合は、この限りでない。 

絶滅のおそれのある野生動

植物の種の保存に関する法

律 

（平成４年法律第 75号） 

（目的）  

第一条  この法律は、野生動植物が、生態系の重要な構成要素であるだけでなく、自然

環境の重要な一部として人類の豊かな生活に欠かすことのできないものであること

に鑑み、絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存を図ることにより、生物の多様性

を確保するとともに、良好な自然環境を保全し、もって現在及び将来の国民の健康で

文化的な生活の確保に寄与することを目的とする。 

（責務）  

第二条  国は、野生動植物の種（亜種又は変種がある種にあっては、その亜種又は変

種とする。以下同じ。）が置かれている状況を常に把握し、絶滅のおそれのある野生

動植物の種の保存に関する科学的知見の充実を図るとともに、その種の保存のための

総合的な施策を策定し、及び実施するものとする。  

２  地方公共団体は、その区域内の自然的社会的諸条件に応じて、絶滅のおそれのあ

る野生動植物の種の保存のための施策を策定し、及び実施するよう努めるものとす

る。  

３  国民は、前二項の国及び地方公共団体が行う施策に協力する等絶滅のおそれのあ

る野生動植物の種の保存に寄与するように努めなければならない。 

（捕獲等の禁止）  

第九条  国内希少野生動植物種及び緊急指定種（以下この節及び第五十四条第二項に

おいて「国内希少野生動植物種等」という。）の生きている個体は、捕獲、採取、殺

傷又は損傷（以下「捕獲等」という。）をしてはならない。ただし、次に掲げる場合

は、この限りでない。  

一  次条第一項の許可を受けてその許可に係る捕獲等をする場合  

二  生計の維持のため特に必要があり、かつ、種の保存に支障を及ぼすおそれのない

場合として環境省令で定める場合  

三  人の生命又は身体の保護その他の環境省令で定めるやむを得ない事由がある場合  

鳥獣の保護及び管理並びに

狩猟の適正化に関する法律 

（平成 14年法律第 88号） 

（目的） 

第一条  この法律は、鳥獣の保護及び管理を図るための事業を実施するとともに、猟具

の使用に係る危険を予防することにより、鳥獣の保護及び管理並びに狩猟の適正化を

図り、もって生物の多様性の確保（生態系の保護を含む。以下同じ。）、生活環境の保

全及び農林水産業の健全な発展に寄与することを通じて、自然環境の恵沢を享受でき

る国民生活の確保及び地域社会の健全な発展に資することを目的とする。 

（鳥獣の捕獲等及び鳥類の卵の採取等の禁止）  

第八条  鳥獣及び鳥類の卵は、捕獲等又は採取等（採取又は損傷をいう。以下同じ。）

をしてはならない。ただし、次に掲げる場合は、この限りでない。  

一  次条第一項の許可を受けてその許可に係る捕獲等又は採取等をするとき。  

二  第十一条第一項の規定により狩猟鳥獣の捕獲等をするとき。  

三  第十三条第一項の規定により同項に規定する鳥獣又は鳥類の卵の捕獲等又は

採取等をするとき。  
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表 9.3-24(2) 生物・生態系に関する法令等 

法令・条例等 責務等 

特定外来生物による生態系

等に係る被害の防止に関す

る法律 

（平成 16年法律第 78号） 

（目的） 

第一条  この法律は、特定外来生物の飼養、栽培、保管又は運搬（以下「飼養等」と

いう。）、輸入その他の取扱いを規制するとともに、国等による特定外来生物の防除

等の措置を講ずることにより、特定外来生物による生態系等に係る被害を防止し、

もって生物の多様性の確保、人の生命及び身体の保護並びに農林水産業の健全な発

展に寄与することを通じて、国民生活の安定向上に資することを目的とする。 

（飼養等の禁止）  

第四条  特定外来生物は、飼養等をしてはならない。ただし、次に掲げる場合は、こ

の限りでない。  

一  次条第一項の許可を受けてその許可に係る飼養等をする場合  

二  次章の規定による防除に係る捕獲等その他主務省令で定めるやむを得ない事由

がある場合 

（放出等の禁止）  

第九条  飼養等、輸入又は譲渡し等に係る特定外来生物は、当該特定外来生物に係る

特定飼養等施設の外で放出、植栽又はは種（以下「放出等」という。）をしてはなら

ない。ただし、次に掲げる場合は、この限りでない。  

一  次条第一項の許可を受けてその許可に係る放出等をする場合  

二  次章の規定による防除に係る放出等をする場合 

 

6) 東京都等の計画等の状況 

生物・生態系に関する東京都等の計画等については、表 9.3-25に示すとおりである。 

表 9.3-25 生物・生態系に関する計画等 

関係計画等 目標・施策等 

第11次鳥獣保護管理事業計画 

（平成 27年３月 東京都） 

・人と野生鳥獣との共生の確保及び生物多様性の保全を基本として、野生鳥獣を適切

に保護及び管理することにより、鳥獣の保護及び管理並びに狩猟の適正化に関する

法律（以下「法」という。）第４条第１項の目的を達成するため、国の定める「鳥

獣の保護及び管理を図るための事業を実施するための基本的な指針」に基づき、東

京都の地域事情を勘案して、「第 11 次鳥獣保護管理事業計画」を定める。 

第一 計画の期間 

第二 鳥獣保護区、特別保護地区及び休猟区に関する事項 

第三 鳥獣の人工増殖に関する事項 

第四 鳥獣の捕獲等及び鳥類の卵の採取等の許可に関する事項 

第五 特定猟具使用禁止区域、特定猟具使用制限区域及び猟区に関する事項 

第六 特定計画に関する事項 

第七 鳥獣の生息状況の調査に関する事項 

第八 鳥獣保護管理事業の実施体制に関する事項 

第九 その他 

植栽時における在来種選定ガ

イドライン 

（平成 26年５月 東京都） 

・東京都は、緑の「量」の確保に加え、生態系への配慮など緑の「質」を高める施策

を進めており、その地域に自然に分布している植物（以下「在来種」という。）を

増やすことで、在来の生きものの生息場所を拡大する取組を行っている。本ガイド

ラインは、都民や事業者が緑化をする際に参考となるものとして作成されている。 
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9.3.2 予測 

(1) 予測事項 

予測事項は以下に示すとおりとした。 

1) 陸上植物の植物相及び植物群落の変化の内容及びその程度 

2) 陸上動物の動物相及び動物群集の変化の内容及びその程度 

3) 生育・生息環境の変化の内容及びその程度 

4) 生態系の変化の内容及びその程度 

 

(2) 予測の対象時点 

予測の対象時点は、東京 2020 大会の実施に伴う建設工事等での改変や施設撤去後の現状回復

等において、生物・生態系に変化が生じる又は生じていると思われる時点とし、大会開催前、大

会開催中、大会開催後のそれぞれ代表的な時点又は期間のうち、大会開催前、大会開催後とした。 

 

(3) 予測地域 

予測地域は、計画地及びその周辺地域とした。 

 

(4) 予測手法 

予測手法は、東京 2020 大会の実施計画を基に、生物・生態系の変化の程度を把握して予測す

る方法とした。 

 

(5) 予測結果 

1) 陸上植物の植物相及び植物群落の変化の内容及びその程度 

事業の実施に伴い、計画地内のセイタカアワダチソウ群落や、ヨシ群落等の草本等の植物の

生育地が改変される。これらの植生は、埋立後の造成地及び排水側溝に自然繁茂したものであ

り、計画地周辺の植物相及び植物群落の改変の程度は小さいと考える。現地調査の結果による

と、計画地内には注目される植物のタンキリマメが生育している。 

事業の実施に当たっては、計画地南側及び西側の外周に生育するクロマツ植林は残地する計

画としている。注目される植物のタンキリマメの生育箇所は、計画地南側のクロマツ植林の林

縁部であり、残存する。また、既設の緑地と合わせて約 9,970m2の範囲に芝生のほか高木、中

木等を植栽する計画としていることから、多様な植物相及び植物群落が創出されると予測する。 

2) 陸上動物の動物相及び動物群集の変化の内容及びその程度 

事業の実施に伴い、草地を主たる生息地とする鳥類のヒバリ、バッタ目、コウチュウ目、ハ

エ目等の昆虫類の生息地が改変される。また、現地調査の結果によると、計画地内では注目さ

れる鳥類２種が確認されており、トビは周辺を含めた上空の飛翔、モズは周辺を含めた植樹林

内での確認となっている。 

事業の実施に当たっては、既設の緑地と合わせて約 9,970m2の範囲に地上部緑化を行う計画

としている。これにより、確認された鳥類、昆虫類等の動物相及び動物群集は維持され、生息

地が創出されると予測する。なお、鳥類の注目される種は、計画地と隣接した葛西臨海公園内

の植樹帯や草地、海岸等を主な生息環境としており、公園内は事業による改変を受けないこと

から、周辺を含めた動物相及び動物群集は維持され、計画地内に新たに創出される緑地につい

ても生息地として利用が可能と考えられる。 
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3) 生育・生息環境の変化の内容及びその程度 

事業の実施に伴い、計画地内の動植物の生育・生息環境となる草地環境、土壌が改変され、

一部の既存樹木が点在する低木が伐採される。このため、草地環境に生育する植物と、移動性

の低い動物相及び動物群集(地上徘徊性の昆虫やクモ類等)の生息環境が変化するおそれがあ

ると予測する。 

事業の実施に当たっては、計画地南側及び西側の外周に生育するクロマツ植林は残地する計

画としている。また、既設の緑地と合わせて約 9,970m2の範囲に芝生のほか高木、中木等を植

栽する計画としている。これにより、移動性の低い動物相及び動物群集(地上徘徊性の昆虫や

クモ類等)の多様な動植物の生育・生息環境が創出されると予測する。 

4) 生態系の変化の内容及びその程度 

事業の実施に伴い、計画地内の草地環境、土壌が改変され、一部の既存樹木が伐採される。

このため、生態系を構成する陸上植物、陸上動物が相互に係わる生育・生息環境が改変される。 

事業の実施に当たっては、計画地南側及び西側の外周に生育するクロマツ植林は残地する計

画としている。また、既設の緑地と合わせて約 9,970m2の範囲に芝生のほか高木、中木等を植

栽する計画としていることから、現況と比較して多様な生態系が創出されると予測する。 

 

9.3.3 ミティゲーション 

(1) 予測に反映した措置 

・クロマツ植林は残置する計画としている 

・計画地内には、既設の緑地と合わせて約 9,970m2の新たな緑地を整備する計画としている。 

・地上部緑化として、高木、中木等を植栽する。 

 

(2) 予測に反映しなかった措置 

・十分な植栽基盤（土壌）の必要な厚みを確保する。 

 

9.3.4 評価 

(1) 評価の指標 

評価の指標は、生物・生態系の現況とした。 

 

(2) 評価の結果 

事業の実施に伴い、計画地内の動植物の生育・生息環境となる草地環境や一部の既存樹木の伐

採、土壌の改変が行われるが、埋立後の造成地に自然繁茂したものであり、計画地周辺の生物の

生育・生息環境の改変の程度はほぼ生じないと考える。 

事業の実施に当たっては、計画地南側及び西側の外周に生育するクロマツ植林は残地する計画

としている。また、既設の緑地と合わせて約 9,970m2の範囲に芝生のほか高木、中木等を植栽す

る計画としており、動植物の生育・生息環境は向上すると考える。 

以上のことから、計画地における生物の生育・生息環境は新たに創出され、計画地周辺も含め

た地域としての生物・生態系の評価の指標は満足するものと考える。 
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